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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 
（第 2 期行動計画記載ページ） 

3.2.1 小中学校【教育総務課】（25 ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた 
方向性 

・ 児童生徒の将来推計を踏まえ，適正規模・適正配置の観点から小中学校の再
編成を検討します。また，子ども達のより良い教育環境の充実を図るため，
施設分離型や施設一体型での小中一貫教育についても検討し，（仮称）龍ケ崎
市の新しい学校づくりに関する基本方針を策定します。 

・ （仮称）龍ケ崎市の新しい学校づくりに関する基本方針及び公共施設等総合
管理計画を踏まえ，学校施設の長寿命化計画を策定します。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H29 年度 
(2017) 

H30 年度 
(2018) 

R 元年度 
(2019) 

R2 年度 
(2020) 

R3 年度 
(2021) 

R4 年度 
(2022) 

(仮称)新しい学校づくり

に関する基本方針の策定 

      

学校施設の長寿命化計画

策定 

  

 

    

3 令和２年度達成目標と取組事項 

達
成
目
標 

学校施設の長寿命化計画（個別施設計画）を策定するとともに，施設一体型小中一貫校及び学校
統合に関する調査報告書を取りまとめる。 

目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
の
取
組
事
項
な
ど 

（１）計画書案及び報告書案の協議及び決定 

令和元年度中に作成した計画書案及び報告書案について，総合教育会議及び公共施設等マネ

ジメント推進委員会において協議の上，教育委員会の会議において決定する。 

 

（２）計画書及び報告書の公表及び活用 

教育委員会において決定した計画書及び報告書については，議会，市民などに広く公表し，

今後の学校施設の在り方等について議論を深めるための材料として活用する。 

 

（３）小中学校の再編成方針の検討 

計画書及び報告書をベースとして，向こう 30 年程度を見据えた小中学校の再編成方針案の

策定に向けて検討を行う。 
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４ 令和２年度取組状況 
実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

■ 順調 

□ 概ね順調 

□ 遅れている 

□ 見直しが必要 

 各種会議における協議を経て，計画書及び報告書を策定することができた。 

しかしながら，新型コロナウイルスの影響により，策定スケジュールに遅れが生

じ，保護者，地域住民等との意見交換も思うようには進めることができなかった。 

 今後の具体的な事業化に向けて，新型コロナウイルスの感染状況等を見極めなが

ら，どのように意見聴取の機会を設けていくかが課題となる。 

具体の活動実績及び成果 

（１）計画書案及び報告書案の協議及び決定 

 「龍ケ崎市立小中学校施設長寿命化計画」及び「龍ケ崎市立小中学校施設における施設一体型小中

一貫校・学校統合に関する調査報告書」について，龍ケ崎市総合教育会議及び龍ケ崎市公共施設等マ

ネジメント推進委員会における協議を経て，令和２年第８回龍ケ崎市教育委員会定例会において決定

した。 

 

（２）計画書及び報告書の公表及び活用 

 教育委員会定例会において決定した計画書及び報告書について，市議会全員協議会及び学校長会に

おいて内容説明を行うとともに，市公式ホームページにおいて公表した。 

 

（３）小中学校の再編成方針の検討 

 将来的な施設一体型小中一貫校の設置に関して，保護者の意向を把握し，今後の検討に生かすため，

長山中学校区の小中学校ＰＴＡ役員を対象とした意見交換会を開催した。 
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【小中学校の令和３年度進行管理シート】 
令和２年度までの実績により，進行管理を終了したことから，

令和３年度の進行管理シートは作成しておりません。 
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【小中学校の令和３年度進行管理シート】 
令和２年度までの実績により，進行管理を終了したことから，

令和３年度の進行管理シートは作成しておりません。 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2 期行動計画記載ページ） 

3.2.1 旧北文間小学校 

【財政課，スポーツ都市推進課】（25 ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた
方向性 

・ （仮称）龍ケ崎市の新しい学校づくりに関する基本方針に基づく再編成が行
われた後の小中学校の跡地については，地域の活性化等に寄与する施設とし
て民間活用を含め，有効活用を図るための跡地利用方針を定めます。ただし，
市街化調整区域においては，都市計画法上，用途変更が限定されていること
を踏まえた土地利用を図ります。 

・ 平成 28（2016）年度末をもって閉校となる北文間小学校については，跡地
利用方針に沿って，地域住民と活用方法について検討します。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H29 年度 
(2017) 

H30 年度 
(2018) 

R 元年度 
(2019) 

R2 年度 
(2020) 

R3 年度 
(2021) 

R4 年度 
(2022) 

学校跡地利用方針作成 
 

9 月作成済 

     

北文間小学校の跡地利用
の検討 

      

3 令和２年度達成目標と取組事項 

達
成
目
標 

・ スポーツ健幸施設等の活用開始に向け，解体（減築）工事を完了し，体育館の改修工事を行う。 
・ 第４期校舎の活用について再検討する。 

目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
の
取
組
事
項
な
ど 

（１）旧北文間小学校の解体 

・ 第１・２・３期校舎及びプールを解体しプール跡地は駐車場として整備する。 

 

（２）旧北文間小学校体育館の改修 

・ 旧北文間小学校体育館を改修して市民に有料で開放する。 

・ （仮称）北文間運動広場の設置及び管理に関する条例（案）を作成する。 

 

（３）旧北文間小学校第４期校舎の活用 

・ 旧北文間小学校第４期校舎の活用について再検討する。 
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４ 令和２年度取組状況 

実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

■ 順調 

□ 概ね順調 

□ 遅れている 

□ 見直しが必要 

旧北文間小学校の第１・２・３期校舎，プールの解体及びプール跡地の駐車場整

備が完了し，10 月から北文間コミュニティセンターと駐車場の共同利用を開始し

た。 

また，旧北文間小学校体育館の改修工事については，トイレ・ＬＥＤ照明・倉庫・

ポーチスロープ等の改修が２月に完了し，高砂体育館と同様にスポーツができる環

境が整ったため，令和３年度から，北文間運動広場（体育館・多目的広場）として

市民への貸出しを開始する。 

今後は，多くの市民が利用できるようにさらなる環境整備に努め，稼働率を高め

ることが必要である。 

具体の活動実績及び成果 

（１）旧北文間小学校の解体 

第１・２・３期校舎，プールの解体及びプール跡地の駐車場整備が完了し，10 月から北文間コミュ

ニティセンターと駐車場の共同利用を開始した。 

解体工事中は，関係部署と進捗状況等を情報共有し，解体工事終了後は，令和 3 年 4 月から北文間

運動広場（体育館・多目的広場）として市民への貸出しを開始することができるよう，適正な維持管

理を行った。 

 

（２）旧北文間小学校体育館の改修 

・ 体育館の改修工事については，トイレ・ＬＥＤ照明・倉庫・ポーチスロープ等の改修を２月に完

了した。また，卓球台・フットサルゴール及びバドミントンポール等を購入し，高砂体育館と同

様のスポーツができる環境整備を行った。 

・ 令和３年４月から北文間運動広場を開設し，市民への貸出しを開始するため，12 月議会に関係

条例の一部改正案（令和３年４月１日施行）を上程して可決された。 

本条例では，民間のノウハウを活かすとともに利便性の向上を図るため，施設の管理運営を指定

管理者が行う指定管理者制度を導入しており，２月の龍ケ崎市指定管理者選定委員会での選定を

経て，３月議会に指定管理者の指定に関する議案を上程して可決され，基本協定書を締結した。 

 

（３）旧北文間小学校第４期校舎の活用 

第４期校舎における活用方針に基づいて改修計画を整理し，令和３年度に予算を計上した。令和

３年度中に施設の改修を行い，令和４年度からの供用開始に向けた環境整備を完了させる。 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2 期行動計画記載ページ）

3.2.1 小中学校（跡地活用・旧北文間小学校） 

【スポーツ都市推進課，財政課】（25 ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた 
方向性 

・ （仮称）龍ケ崎市の新しい学校づくりに関する基本方針に基づく再編成が行
われた後の小中学校の跡地については，地域の活性化等に寄与する施設とし
て民間活用を含め，有効活用を図るための跡地利用方針を定めます。ただし，
市街化調整区域においては，都市計画法上，用途変更が限定されていること
を踏まえた土地利用を図ります。 

・ 平成 28（2016）年度末をもって閉校となる北文間小学校については，跡地
利用方針に沿って，地域住民と活用方法について検討します。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H29 年度 
(2017) 

H30 年度 
(2018) 

R 元年度 
(2019) 

R2 年度 
(2020) 

R3 年度 
(2021) 

R4 年度 
(2022) 

学校跡地利用方針作成 
 

9 月作成済 

     

北文間小学校の跡地利用
の改修工事 

    
 
 
体育館・グラウン
ド改修 

 
 
 
第４期校舎改修 

 

3 令和３年度達成目標と取組事項 

達
成
目
標 

スポーツ健康施設としての供用開始に向けて，旧北文間小学校第４期校舎の改修工事を完了させ
る。 

目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
の
取
組
事
項
な
ど 

（１）適正管理と財産処分 

スポーツ都市推進課と財政課で連携し，適切な維持管理を行うとともに，第４期校舎改修工

事着手前の適切な時期に，財政課において財産処分の手続きを行う。 

 

（２）旧北文間小学校第４期校舎改修工事 

ア 第４期校舎の用途変更に伴う修正設計業務委託を８月までに完成させる。 

イ 第４期校舎の改修工事を３月までに完成させる。 

 

（３）旧北文間小学校第４期校舎の管理運営 

ア 改修後の第４期校舎を龍ケ崎市北文間運動広場の施設として位置付けるため，龍ケ崎市運

動広場の設置及び管理に関する条例改正案を作成し，９月議会に上程する。 

イ 令和４年４月から，改修後の第４期校舎の管理運営を指定管理者に委託するため，龍ケ崎

市指定管理者選定委員会に諮問し，選定を受けた上で，指定管理者の指定について３月議

会に上程し，協定書を締結する。 

ウ 管理運営に必要な備品等を用意し，適切に配置する。 
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４ 令和３年度取組状況 
実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

□ 順調 

□ 概ね順調 

□ 遅れている 

□ 見直しが必要 

 

具体の活動実績及び成果 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2 期行動計画記載ページ）
3.2.2 職業訓練校【商工観光課】（29 ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた 
方向性 

・ 施設が老朽化し，生徒数が少ないことから，職業訓練法人龍ケ崎地区高等職
業訓練協会の会員である他市町等と協議して，廃止や他施設への移転を検討
します。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H29 年度 
(2017) 

H30 年度 
(2018) 

R 元年度 
(2019) 

R2 年度 
(2020) 

R3 年度 
(2021) 

R4 年度 
(2022) 

現状課題分析 
      

再編成の戦略協議 
      

取りまとめ 
・報告書作成 

      

3 令和２年度達成目標と取組事項 

達
成
目
標 

・ 適正な管理の徹底 
・ 施設の今後の方針（「建替え」や「移転」）の決定 

目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
の
取
組
事
項
な
ど 

（１）適正な管理の徹底 

施設の老朽化が進み，昨年度の台風被害もあるため，随時協会への聞き取り等により建物の

最新状況を把握し，使用貸借における貸主として適正な管理を徹底する。 

 

（２）施設の今後の方針（「建替え」や「移転」）の決定 

龍ケ崎地区高等職業訓練協会へのヒアリングや，関係各課との協議等を踏まえて，施設の今

後の方針に関する報告書を作成し，庁議での承認を得る。 
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４ 令和２年度取組状況 
実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

■ 順調 

□ 概ね順調 

□ 遅れている 

□ 見直しが必要 

 施設の今後の方針に関しては，8 月定例庁議での審議を経て，その考え方につい

て了承を得ることができた。その後，施設移転に関して，下記のとおり 2 回，協

会との協議を行ったが，合意には至っていない。今後も引き続き協会との協議を重

ね，移転場所や新施設建築の費用負担，施設の設置主体等に関して，一つずつ課題

をクリアしながら，合意形成を図っていく。 

具体の活動実績及び成果 

（１）適正な管理の徹底 

施設使用貸借契約に基づき，施設運営上必要な修繕のほか，定期的な施設点検を行うよう訓練協会

に求め，貸主としての施設の適正な管理に努めた。 

 

（２）施設の今後の方針（「建替え」や「移転」）の決定 

   ①「職業訓練校の今後の方針」の作成 

    職業訓練校の状況や計画上の位置付け，これまでの経過等を踏まえて，今後の方針案（移転）を

定めるとともに，現状の土地利用や都市計画法上の用途地域，関連計画との整合性等を総合的に勘

案し，移転候補地（旧庁舎跡地）案の作成を行った。 

 

   ②職業訓練校の今後の方針等に関しての庁議への付議（8/6） 

    8 月定例庁議において，下記事項を審議し，今後の方針等に関しての考え方について了承を得た。 

・施設の今後の方針  → 移転   ・移転候補地 → 旧庁舎跡地（横町，約 1,000 ㎡） 

    ・新施設の設置主体 → 職業訓練協会 

    ・新施設設置に係る費用負担 → 訓練協会だけでなく本市を含めた関係市町で一定額を負担 

 

   ③訓練協会との協議（第 1 回：8/25） 

    8 月定例庁議において了承を得た職業訓練校の今後の方針等について，訓練協会理事への説明の

後，意見交換を行い，主な意見として次の 3 点を伺った。 

    ・城南中学校への移転 ・旧庁舎跡地では狭い ・新施設建築に伴う費用負担 

 

   ④関係課との協議（9/16） 

    訓練協会との協議で伺った上記 3 点に関して，関係課の意見・考え方を把握したうえで，協会に

市としての考えを示していくため，関係課との協議を実施した。 

 

   ⑤訓練協会との協議（第 2 回目：3/21） 

    関係課との協議を経て取りまとめた市の考え方を訓練協会に報告した後，意見交換を行った。 
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【職業訓練校の令和３年度進行管理シート】 
令和２年度までの実績により，進行管理を終了したことから，

令和３年度の進行管理シートは作成しておりません。 

12 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【職業訓練校の令和３年度進行管理シート】 
令和２年度までの実績により，進行管理を終了したことから，

令和３年度の進行管理シートは作成しておりません。 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2 期行動計画記載ページ） 
3.2.3 第二庁舎【財政課】（30 ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた
方向性 

・ 建物は更新時期に来ていますが，現在地での建替えではなく，他施設への移
転を検討します。 

・ 第ニ庁舎は全部借地のため，移転後は建物を解体し，借地を返還します。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H29 年度 
(2017) 

H30 年度 
(2018) 

R 元年度 
(2019) 

R2 年度 
(2020) 

R3 年度 
(2021) 

R4 年度 
(2022) 

現状課題分析 
      

再編成の戦略協議 
      

取りまとめ 
・報告書作成 

      

3 令和２年度達成目標と取組事項 

達
成
目
標 

長寿命化計画（個別施設計画）を策定するとともに，他施設の移転等の状況を注視しながら，移転
先が決定するまでの施設の適正な維持管理に努める。 

目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
の
取
組
事
項
な
ど 

（１）長寿命化計画（個別施設計画）の策定 

施設の状態を踏まえ大規模改修の実施時期等，個別施設計画の記載事項に則り，長寿命化計

画を策定する。 

 

（２）公共施設点検チェックシートに基づく自主点検 

電気設備，空気調和設備，給排水衛生設備，消防設備等の点検を行う。 

 

（３）関係部課等との連携 

第二庁舎を使用している関係部課等と連携し，不具合箇所の早期発見及び修繕に努める。 
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４ 令和２年度取組状況 
実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

□ 順調 

■ 概ね順調 

□ 遅れている 

□ 見直しが必要 

「龍ケ崎市公共施設跡地活用方針（令和３年３月）」が策定され，今年度時点で

検討対象となっている６施設の１つとして，龍ケ崎市公共施設等マネジメント戦略

会議等において検討が行われているが，現状の機能を維持できるだけの具体的な移

転候補地が見つかっていない。 

具体の活動実績及び成果 

（１）長寿命化計画（個別施設計画）の策定 

 本庁舎と併せ，施設の状態を踏まえた大規模改修の実施時期等，個別施設計画の記載事項に則り，

「龍ケ崎市庁舎施設長寿命化計画（個別施設計画）」を策定した。 

 

（２）公共施設点検チェックシートに基づく自主点検 

電気設備，空気調和設備，給排水衛生設備，消防設備等の点検を行い，正常に稼働していることを

確認した。 

 

（３）関係部課等との連携 

第二庁舎を使用している関係部課から漏水等の不具合箇所の連絡を受けたため，早期修繕を行い，

機能の早期回復に努めた。 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2 期行動計画記載ページ） 
3.2.3 第二庁舎【財政課】（30 ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた
方向性 

・ 建物は更新時期に来ていますが，現在地での建替えではなく，他施設への移
転を検討します。 

・ 第ニ庁舎は全部借地のため，移転後は建物を解体し，借地を返還します。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H29 年度 
(2017) 

H30 年度 
(2018) 

R 元年度 
(2019) 

R2 年度 
(2020) 

R3 年度 
(2021) 

R4 年度 
(2022) 

現状課題分析 
      

再編成の戦略協議 
      

取りまとめ 
・報告書作成 

      

3 令和３年度達成目標と取組事項 

達
成
目
標 

移転先の検討を継続して行っていくとともに，他施設への移転を見据え，施設維持費を抑制しな
がら施設を維持していけるよう，事後保全を基本とした適正な維持管理を行う。 

目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
の
取
組
事
項
な
ど 

（１）移転先の検討 

第二庁舎の機能の移転は，他施設の複合化等と連携して考える必要があることから，他施設

の検討状況等を注視しながら，「龍ケ崎市公共施設等マネジメント戦略会議」等で検討を行って

いく。 

 

（２）公共施設点検チェックシートに基づく自主点検 

電気設備，空気調和設備，給排水衛生設備，消防設備等の点検を行い，不具合の把握に努め

る。 

 

（３）関係部課等との連携 

第二庁舎を使用している関係課等と連携し，他施設への移転を見据え，業務に支障を及ぼさ

ない範囲については事後保全を基本として不具合箇所の改修を行うなど，施設維持費を抑制し

ながら行政機能の維持に努める。 
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４ 令和３年度取組状況 
実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

□ 順調 

□ 概ね順調 

□ 遅れている 

□ 見直しが必要 

 

具体の活動実績及び成果 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2 期行動計画記載ページ） 

3.2.4（仮称）まいん「元気」サポートセンター 
（旧市街地活力センター「まいん」） 

【商工観光課，健幸長寿課】（31 ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた
方向性 

・ 利用者数が減少しているため，漫画とインターネットのサービス事業につい
て見直し，中心市街地活性化に向けて創業支援や健康づくりなどの観点から
必要な機能を検討します。 

・ 施設の老朽化が進行しており，耐用年数を考慮して，施設の長寿命化又は他
施設への移転を検討します。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H29 年度 
(2017) 

H30 年度 
(2018) 

R 元年度 
(2019) 

R2 年度 
(2020) 

R3 年度 
(2021) 

R4 年度 
(2022) 

現状課題分析 
 
 

     

再編成の戦略協議 
 
 

 
 

    

取りまとめ 
・報告書作成 

 
 

 
 

 
 

   

3 令和２年度達成目標と取組事項 

達
成
目
標 

・ 高齢者を対象に健康寿命維持，延伸のための効果的な講座を定期的に提供する。 
また，プログラム提供と並行し，健康セルフチェックや保健師等の健康相談に加え，利用者同
士の交流の場として活用する。 

・ 長寿命化計画（個別施設計画）を策定する。 

目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
の
取
組
事
項
な
ど 

（１）講座の提供等 

・ 対象となる市民への周知やＰＲ 

・ 体験会等の開催による利用登録促進 

・ 健幸マイレージシステムを介したアプローチ 

・ 業務委託による講座の実施＝介護予防講座，サポーター養成講座など，複数回（７～８回）

を基本とする講座と，単発型の健幸講座の定期的な実施 

・ ボランティアを活用した体操教室等の実施 

・ 飲食可能なスペースを活用した高齢者の居場所づくり（＝国が令和元年に示した認知症施

策推進大綱における「高齢者等の通いの場」） 

・ 定期的な健康相談の開催に向けた体制づくり検討 

・ 利用者アンケートによる満足度等の把握 

（２）長寿命化計画（個別施設計画）の策定 

・ 施設の長寿命化に向けて劣化状況調査等を実施し，今年度中に長寿命化計画を策定する。

 

 

 

開
設
予
定 

基本・実施設計 改修工事 
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４ 令和２年度取組状況 
実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

■ 順調 

□ 概ね順調 

□ 遅れている 

□ 見直しが必要 

・ まいん「健幸」サポートセンターにおいて，高齢者を中心に健康寿命維持，延

伸のための効果的な講座を定期的に開催した。 

・ 「龍ケ崎市まいん「健幸」サポートセンター長寿命化計画（個別施設計画）」

を策定した。 

具体の活動実績及び成果 

（１）講座の提供等 

・ 対象となる市民への周知 PR を行った。 

 市広報紙・ホームぺージ・健幸マイレージシステム・LINE を活用。 

 音楽フィットネス体験会（2 回）開催による利用登録促進。 

・ 業務委託による講座の実施 

 介護予防講座（全 7 回 １２コース）を実施した。 

 サポーター養成講座（全８回 ２コース）を実施した。 

 高齢者向け単発型プログラムを１６１回実施した。 

 40 代 50 代向け運動プログラムを２４回実施した。 

 体力測定会を５日間開催した。 

・ その他講座等の実施 

 音楽フィットネス講座（全１２回 １コース）を実施した 

いきいきヘルス体操を４回実施した。 

・ 利用者アンケートによる満足度等の把握を行った。 

 

（２）長寿命化計画（個別施設計画）の策定 

施設の長寿命化に向けて劣化状況調査等を実施し，「龍ケ崎市まいん「健幸」サポートセンター長寿

命化計画（個別施設計画）」を策定した。 
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【旧市街地活力センター「まいん」の令和３年度進行管理シート】 
令和２年度までの実績により，進行管理を終了したことから，令和３年度

の進行管理シートは作成しておりません。 
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【旧市街地活力センター「まいん」の令和３年度進行管理シート】 
令和２年度までの実績により，進行管理を終了したことから，令和３年度

の進行管理シートは作成しておりません。 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2 期行動計画記載ページ） 

3.2.5 障がい児通所支援事業所つぼみ園 

【社会福祉課】（32 ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた
方向性 

・ 新保健福祉施設に機能を移転した後の地域福祉会館新館につぼみ園を移転す
るなど，他施設を有効活用する方向で検討します。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程）                  

取組事項 
H29 年度 
(2017) 

H30 年度 
(2018) 

R 元年度 
(2019) 

R2 年度 
(2020) 

R3 年度 
(2021) 

R4 年度 
(2022) 

現状課題分析 
      

再編成の戦略協議 
      

取りまとめ 
・報告書作成 

      

3 令和２年度達成目標と取組事項 

達
成
目
標 

令和４年度からの移転を目指し，新たな移転場所及び運営内容を決定する。 

目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
の
取
組
事
項
な
ど 

（１）再編成の戦略協議 

ア 庁内関係各課との調整を行う。 

イ 移転先及び運営内容を検討する。 

ウ 中期事業計画提出に向けた資料を作成する。 

・施設環境（移転場所，配置） 

・運営内容（職員体制，事業費等） 

エ 新年度の事業費を予算化する。 

 

（２）取りまとめ・報告書作成 

移転に向けた具体的準備に関する報告書を作成する。 
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４ 令和２年度取組状況 

実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

■ 順調 

□ 概ね順調 

□ 遅れている 

□ 見直しが必要 

つぼみ園を旧八原市営住宅跡地へ移転する案を取りまとめ，中期事業計画の資料
作成及び庁内関係各課との調整を行い，事業費を予算化した。令和３年度に，計画
に基づいて施設整備を行い，移転を進めて行く。 

具体の活動実績及び成果 

（１）再編成の戦略協議 

つぼみ園利用者にアンケート調査を実施して意見を募るなど，現状課題分析を行った上で，庁議を
経て，令和２年８月に「障がい児通所支援事業所つぼみ園の移転について（案）」を以下のとおりまと
め，移転案をもって，関係各課及び旧八原市営住宅跡地の周辺公共施設との調整を図った。 

調整後，調整した内容に基づいて令和３年度以降の事業費の取りまとめを行い，令和２年 12 月議
会にて債務負担行為が承認された。 

 
・ 令和３年度中に旧八原市営住宅跡地につぼみ園の施設を建て，そこを移転先とすること。 
・ 新しい建物は 10 年リースとし，リース契約満了後に市に無償譲渡されること。 
・ 将来的な児童発達支援センター化のため，職員体制等を見直すこと。 

   

（２）取りまとめ・報告書作成 

   上記移転案に，関係各課や利用者からの意見などを反映させるなど，細かな修正を加え取りまとめ
た。 
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【障害児通所支援事業所つぼみ園の令和３年度進行管理シート】 
令和２年度までの実績により，進行管理を終了したことから，令和３年度

の進行管理シートは作成しておりません。 
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【障害児通所支援事業所つぼみ園の令和３年度進行管理シート】 
令和２年度までの実績により，進行管理を終了したことから，令和３年度

の進行管理シートは作成しておりません。 



25 
 

公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2 期行動計画記載ページ） 
3.2.6 教育センター【教育センター】（33 ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた
方向性 

・ 施設の老朽化が進行しており，大規模改修の時期にあるため，施設の長寿命
化又は他施設への移転を検討します。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H29 年度 
(2017) 

H30 年度 
(2018) 

R 元年度 
(2019) 

R2 年度 
(2020) 

R3 年度 
(2021) 

R4 年度 
(2022) 

現状課題分析 
    

 
  

再編成の戦略協議 
  

 
    

取りまとめ 
・報告書作成 

  
 

    

3 令和２年度達成目標と取組事項 

達
成
目
標 

・ 消火補給水槽更新工事の実施 
・ 長寿命化計画（個別施設計画）の策定 
・ 施設の適正な維持管理 

目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
の
取
組
事
項
な
ど 

（１）消火補給水槽更新工事の実施 

都市施設課と調整し，11 月～3 月に工事を実施する。 

 

（２）長寿命化計画（個別施設計画）の策定 

施設の現況整理や関係課との協議を行い，長寿命化計画を策定する。 

 

（３）施設の適正な維持管理 

・ 施設の確認及び見直しにより，不具合が判明した場合は修繕等の対応をする。 

・ 法定点検等の結果を踏まえ，対応を精査し，継続して施設が使用できるよう適正管理に努

める。 
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４ 令和２年度取組状況 
実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

■ 順調 

□ 概ね順調 

□ 遅れている 

□ 見直しが必要 

施設の老朽化に伴い施設の現場確認及び見直しを行い，長寿命化計画の策定を完

了した。また，施設の維持管理の一部として，消火補給水槽更新工事の実施につい

て準備を進めていたが，事前調査を行ったところ配管関係に異常があり，当初予定

していた補給水槽工事だけでは是正されないことが確認されたことから，今年度の

工事を見送り，令和３年度以降に実施することとした。 

具体の活動実績及び成果 

（１）消火補給水槽更新工事の実施 

10 月  都市施設課に工事設計依頼 

11 月～ 事前調査中に配管関係の異常を発見し，当初予定していた補給水槽の改修工事だけでは

是正されないことが確認されたことから，工事内容の見直しのため今年度の工事は見送

り，次年度以降，さらに精査した上で必要な工事を含め補給水槽更新工事を行う。 

 

（２）長寿命化計画（個別施設計画）の策定 

教育センター内の施設について，現況確認や利用状況等の整理を行い，関係課と協議しながら「龍

ケ崎市コミュニティ施設・教育センター長寿命化計画（個別施設計画）」を策定した。 

  

（３）施設の適正な維持管理 

施設の確認及び見直しにより，不具合が判明した箇所について，その都度修繕等の対応を行った。

また，法定点検等の結果を踏まえ，継続して施設が使用できるよう適正管理に努めた。 
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【教育センターの令和３年度進行管理シート】 
令和２年度までの実績により，進行管理を終了したことから，

令和３年度の進行管理シートは作成しておりません。 
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【教育センターの令和３年度進行管理シート】 
令和２年度までの実績により，進行管理を終了したことから，

令和３年度の進行管理シートは作成しておりません。 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2 期行動計画記載ページ） 
3.2.7 市民活動センター【コミュニティ推進課】（34 ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた
方向性 

・ 施設の老朽化が進行しており，大規模改修の時期にあるため，施設の長寿命
化又は他施設への移転を検討します。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H29 年度 
(2017) 

H30 年度 
(2018) 

R 元年度 
(2019) 

R2 年度 
(2020) 

R3 年度 
(2021) 

R4 年度 
(2022) 

現状課題分析   H31 指定
期間終了 

   

再編成の戦略協議       

取りまとめ 
・報告書作成 

  
 

  
 

  

3 令和２年度達成目標と取組事項 

達
成
目
標 

・ 下水道接続工事の実施 
・ 長寿命化計画（個別施設計画）の策定 

目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
の
取
組
事
項
な
ど 

（１）下水道接続工事の実施 

4 月  ・市民活動センターの指定管理者（ＮＰＯ法人茨城県南生活者ネット）と今年度浄化槽の

点検・清掃の実施時期と，下水道接続工事の開始時期との調整 

・都市施設課に実施設計依頼 

5 月  ・工事着手前の関係課協議（コミュニティ推進課，下水道課，都市施設課） 

     ・工事の起工 

6 月  ・施工業者との打合せ及び工事着手 

・工事に係る断水期間の設定について，利用者の予約・使用等考慮のうえでの周知・案内

及び浄化槽の最終清掃実施日時について，指定管理者及び同一施設を利用する教育セ 

ンターとの連絡調整 

9 月   ・接続工事の完了及び完了検査の実施 

 

（２）長寿命化計画（個別施設計画）の策定 

施設の現況整理・点検や関係課との協議を行い，長寿命化計画を策定する。 
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４ 令和２年度取組状況 
実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

■ 順調 

□ 概ね順調 

□ 遅れている 

□ 見直しが必要 

安全・安心な施設運営を行うため，令和元年度に計画していた下水道接続工事を

実施し，完了することが出来た。 

また，コミュニティ施設（コミュニティセンター，市民活動センター，市民交流

プラザ）及び教育センターについて「龍ケ崎市コミュニティ施設・教育センター長

寿命化計画（個別施設計画）」を策定し，中長期的な施設改修の基本方針を定め

た。 

今後は将来的な施設の在り方を踏まえた上で，施設の修繕や更新等の対策を実施

していく。 

具体の活動実績及び成果 

（１）下水道接続工事の実施 

4 月に市民活動センターの指定管理者（ＮＰＯ法人茨城県南生活者ネット）と下水道接続工事の開 

始時期の調整を行い，関係課（下水道課，都市施設課）との協議を進め，６月に工事着手した。 

工事に係る断水日については，指定管理者及び同一施設を利用する教育センターと調整を図り，利 

用者の予約・使用等を考慮した上で実施し，予定通り 9 月 29 日に工事を完了した。 

 

（２）長寿命化計画（個別施設計画）の策定 

コミュニティ施設（コミュニティセンター，市民活動センター，市民交流プラザ）及び教育センタ

ーを対象に劣化状況を把握するための調査を実施し，施設の現状について写真撮影を行うなど，施設

全体の老朽化を把握した。 

今後に向けた課題分析の結果，各施設の優先順位を検討しつつ，利用者が安心・安全かつ継続的に

利用できることを目的とした「龍ケ崎市コミュニティ施設・教育センター長寿命化計画（個別施設計

画）」を策定し，中長期的な施設改修の基本方針を定めた。  
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【市民活動センターの令和３年度進行管理シート】 
令和２年度までの実績により，進行管理を終了したことから，

令和３年度の進行管理シートは作成しておりません。 
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【市民活動センターの令和３年度進行管理シート】 
令和２年度までの実績により，進行管理を終了したことから，

令和３年度の進行管理シートは作成しておりません。 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2 期行動計画記載ページ）
3.2.8 市営住宅【都市施設課】（35 ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた方
向性 

・ 公営住宅等長寿命化計画の見直しが平成 30(2018)年度にあるため，施設設
備の維持更新について試算したうえで，廃止を含めて今後の公営住宅の在り
方を検討します。 
※公営住宅等長寿命化計画の見直しは，公共施設等総合管理計画の主旨に基
づき行います。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H29 年度 
(2017) 

H30 年度 
(2018) 

R 元年度 
(2019) 

R2 年度 
(2020) 

R3 年度 
(2021) 

R4 年度 
(2022) 

現状課題分析 
      

公営住宅等長寿命化
計画の見直し 

      

3 令和２年度達成目標と取組事項 

達
成
目
標 

施設設備の維持更新とともに，入居率を上げるために若年層や高齢者向けの改修を検討する。 

目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
の
取
組
事
項
な
ど 

（１）市営富士見住宅の改修プランの検討 

・ 若年層，高齢者等ターゲットを絞り込んだ施設の改修案を作成する。 

・ 上記改修案の事業費検討及び実施した際のスケジュール案を作成する。 
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４ 令和２年度取組状況 
実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

■ 順調 

□ 概ね順調 

□ 遅れている 

□ 見直しが必要 

 市営住宅については，平成 31 年３月に「龍ケ崎市公営住宅等長寿命化計画」を

策定し，その中で，各住宅の今後の方向性を整理し，一部住宅について，用途廃止

を検討することなどを明記しており，第２期行動計画における課題を解決してい

る。その後，計画に基づき，より良い運営に資するための達成目標を，毎年度設定

して取り組んできているところであり，今年度は，市営富士見住宅の改修プランの

検討を行い，改修スケジュール等の整理を行った。 

具体の活動実績及び成果 

（１）市営富士見住宅の改修プランの検討 

長寿社会や人口減少社会に対応した改善事業について，事業内容を整理しながら，社会資本整備

総合交付金の活用について調査，研究を行った。 

また，近年における市営住宅の老朽化状況を把握した上で，それらを反映した改善事業の概算設

計及びスケジュールを作成した。 

      

【改修案】 

     インフラ設備の老朽化改修に合わせ，トイレ，キッチン，浴室のみ改修を行う。 

   【スケジュール案】 

スケジュールを検討するにあたり，市民の入居・退去に合わせて行うのか，建物毎に行うのか，

それぞれのメリット・デメリットを整理し，検討を行った。その結果，コスト面で有利となる入

居・退去に合わせて行うのが望ましいと判断し，スケジュール案の作成を行った。 
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【市営住宅の令和３年度進行管理シート】 
令和２年度までの実績により，進行管理を終了したことから，

令和３年度の進行管理シートは作成しておりません。 
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【市営住宅の令和３年度進行管理シート】 
令和２年度までの実績により，進行管理を終了したことから，

令和３年度の進行管理シートは作成しておりません。 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2 期行動計画記載ページ）
3.3.1 中央図書館【文化・生涯学習課】（37 ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた方
向性 

・ １階は閲覧スペース，展示スペース，蔵書スペース確保のため書架の配置を
見直します。 

・ ２階は，和室・ギャラリー等を改修し，利便性の向上を検討します。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H29 年度 
(2017) 

H30 年度 
(2018) 

R 元年度 
(2019) 

R2 年度 
(2020) 

R3 年度 
(2021) 

R4 年度 
(2022) 

現状課題分析 
  H31 指定期間

終了 
   

再編成の戦略協議 
      

取りまとめ 
・報告書作成 

      

3 令和２年度達成目標と取組事項 

達
成
目
標 

２階和室（小会議室）及びギャラリーの使用状況と令和元年度に実施した利用者アンケート結果

から，用途を検討した上で具体案を取りまとめる。 

目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
の
取
組
事
項
な
ど 

（１）2 階和室（小会議室）の検討 

具体的な検討事項（活用例） 

・和室のまま，設備等を強化 

 ・学習室（パソコン機器用電源配備，座席管理システム導入） 

 ・多目的室（イベント，会議等） 

 ・授乳室（コーナー） 

 ・図書館ボランティアの活動用品等の収納場所 

 

（２）ギャラリーの検討 

具体的な検討事項（活用例） 

・飲食可能な座席の増数の検討 

・カフェ感のあるテーブルや椅子などの備品購入検討 
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４ 令和２年度取組状況 
実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

■ 順調 

□ 概ね順調 

□ 遅れている 

□ 見直しが必要 

 ２階和室（小会議室）及びギャラリーについて，活用の具体案の取りまとめまで

を達成目標としていたが，コロナ禍に適した設備に改修することは，利用者の安

全・安心に繋がることから，改修を行う方向性で早期に具体案の取りまとめを行っ

て予算化し，新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の交付決定を受け

た上で，今年度から改修工事等に係る契約の執行伺い等，事務作業に着手した。 

改修工事等は，令和３年度中に完了する予定であり，改修後は，利用者の利便性

が大きく向上する。 

具体の活動実績及び成果 

策定した「龍ケ崎市社会教育施設長寿命化計画」や利用者アンケート結果等を基にして，2 階和室の改

修及びカフェ感のあるギャラリー創出について具体案を取りまとめ，令和３年度で予算化するため，中期

事業計画調査票に反映させた。 

そのような中，秋季以降に新型コロナウイルス感染症拡大の第二波が到来し，必要なソーシャルディス

タンスを保ちながら安心して図書館を利用してもらうため，早期に学習コーナーや飲食等のスペース拡大

の必要性が高まったことから，令和３年度の予算化を前倒しし，下記検討結果に基づく改修工事等に係る

補正予算要求を 12 月に行い予算化した。 

今年度から，改修工事等に係る契約の執行伺い等，事務作業に着手し，令和３年度早期に改修工事等に

入れるよう準備を進めた。 

 

（１）2 階和室（小会議室）の検討結果 

・ 和室をフロア化し，パソコン機器用電源を配備し，各座席に間仕切りを設けた学習机 10 席を配

置する。 

・ 和室の小上がり部分をフロア化し，授乳室として整備して，授乳用ソファ，ベビーベッド等を配

置する。 

・ 和室床の間部分を活用して，図書館ボランティアの活動用品等の収納場所を整備する。 

   

（２）ギャラリーの検討結果 

・ 座席間のソーシャルディスタンスを確保しながら，カフェ感のあるテーブル・椅子を配置する。

具体的には，飲食可能な座席を，2 人がけ会議用テーブル 3 台（6 席）から，1 人席 7 席，2 人

席 2 席（11 席）に増やし，既存のソファ（7 脚）に加え，個のスペースを作りやすいよう椅子

5 脚を追加する。 
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【中央図書館の令和３年度進行管理シート】 
令和２年度までの実績により，進行管理を終了したことから，

令和３年度の進行管理シートは作成しておりません。 

40 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中央図書館の令和３年度進行管理シート】 
令和２年度までの実績により，進行管理を終了したことから，

令和３年度の進行管理シートは作成しておりません。 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2 期行動計画記載ページ） 
3.3.2 歴史民俗資料館【文化・生涯学習課】（38 ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた
方向性 

・ 展示室を可動式に改修するなど，常設展示だけでなく企画展示・多目的利用

ができるよう検討します。 

・ 将来的な運営の在り方について検討します。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H29 年度 
(2017) 

H30 年度 
(2018) 

R 元年度 
(2019) 

R2 年度 
(2020) 

R3 年度 
(2021) 

R4 年度 
(2022) 

現状課題分析 
 H30 指定期間

終了     

再編成の戦略協議 
 

     

取りまとめ・報告書作
成 

  
 

   

3 令和２年度達成目標と取組事項 

達
成
目
標 

・ 将来的な施設改修に向けた具体的な方向性の協議，取りまとめ 
・ 調査・研究機能強化に向けた今後の取り組み事項の整理 

目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
の
取
組
事
項
な
ど 

（１）将来的な施設改修に向けた具体的な方向性の協議，取りまとめ 

令和２年度中に策定する「社会教育施設長寿命化計画（個別施設計画）」の内容を踏まえ，将

来的な展示室等の改修プランについて検討し，具体案を取りまとめる。 

・ 展示スペースを中心とした，今後の具体的な館内改修イメージ（数パターン）の検討 

・ 博物館等の展示業務を請け負う専門業者への参考プラン，参考見積の依頼 

・ 改修計画案（規模，実施時期等）の取りまとめ 

 

（２）調査・研究機能強化に向けた今後の取り組み事項の整理 

資料館の主要業務の一つである保有資料や伝統行事等の調査・研究について，今後更に強化を

図っていくための取り組み事項を整理し，計画案を取りまとめる。 

・ 今後の調査対象資料／行事等の検討，調査スケジュール（案）の策定 
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４ 令和２年度取組状況 
実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

□ 順調 

□ 概ね順調 

■ 遅れている 

□ 見直しが必要 

・ 現在の常設展示室は，市史編さん当時の専門員が監修し，これに新たな資料や複製
品を追加展示しているが，これに代わる良い展示資料が少なく，原始古代から近現
代，民俗と全体を監修できる専門家がいないことが課題となっている。 

・ 祭礼調査は，コロナ禍で対面調査が行えず，調査に遅れが生じている。また，既に現
況を調査した祭礼においても，コロナ禍でこれからも中止・縮小される可能性が高い
ことが推測できるため，継続的な追跡調査が必要である。 

具体の活動実績及び成果 

（１）将来的な施設改修に向けた具体的な方向性の協議，取りまとめ 

策定した長寿命化計画（個別施設計画）に基づき，各所の劣化度合や利用者のニーズ等を考慮して 

  優先順位を検討し，改修工事の中期事業計画を作成した。 

  【優先的に着手すべきと判断した事項】 

優先的に着手すべきと判断した事項は，①トイレ改修（１階・２階），②館内照明のＬＥＤ化，③

エレベーターの更新，④空調設備の更新の４つであり，資料館施設の通常運営に大きな影響を及ぼ

すこれらの設備を，まずは優先的に改修し，展示スペースの改修については，次のように進めるこ

ととした。 

  【展示スペース改修について】 

専門業者から，展示室の改修について，以前見積りを徴取した「常設展示室と多目的室の改修」

パターンを，「常設展示室のみの改修」に変更した場合の参考見積を徴取したところ，317,262,000

円であり，併せて，改修方法に拘わらず，専門業者がこれまで同種の展示施設を改修した際の平均

的な平米単価に，常設展示室の面積である 263 ㎡を単純に掛け算した参考見積を徴取してみたと

ころ，166,509,200 円であった。 

いずれも高額であり，現実的に予算計上するのが難しいことから，軽微な展示の変更を基本的に

自ら行うことを想定し，１歩目として，現在の展示の「良い点」，「問題点」，「改装後に活かしたい

点」を評価する「展示評価票」の作成を行った。 

今年度，達成目標とした改修計画案の取りまとめには至っていないことから，令和３年度に，こ

の「展示評価票」を基に，据え置き型展示資料の撤去や作り替えなどを前提とした改修計画案の作

成を行う。 

（２）調査・研究機能強化に向けた今後の取り組み事項の整理 

・ 市内の祭礼・年中行事調査 

平成 23 年度以降，『龍ケ崎市史民俗編』掲載の祭礼を中心に，現況調査及び聞き取り調査を 67

件行ってきているところであるが，コロナ禍であったことで，昨年度の市域の祭礼の多くが中止

され，現況調査は行うことができなかった。 

また，対面での聞き取りにおいても，感染防止の観点から７件の調査に留まっており，前出の

民俗編に掲載されている残り 57 件の祭礼の調査については，今年度，調査の準備シートの作成

のみとなっている。 

令和３年度以降もコロナ禍で調査を進められるか不透明であるが，感染対策を取りながら，で

きる限り聞き取り調査を進め，その結果に基づいて，記録保存が必要な特徴ある祭礼の現況調査

リストの作成を進めて行く。 

 
 



43 
 

公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2 期行動計画記載ページ） 
3.3.2 歴史民俗資料館【文化・生涯学習課】（38 ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた
方向性 

・ 展示室を可動式に改修するなど，常設展示だけでなく企画展示・多目的利用

ができるよう検討します。 

・ 将来的な運営の在り方について検討します。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H29 年度 
(2017) 

H30 年度 
(2018) 

R 元年度 
(2019) 

R2 年度 
(2020) 

R3 年度 
(2021) 

R4 年度 
(2022) 

現状課題分析 
 H30 指定期間

終了     

再編成の戦略協議 
 

     

取りまとめ・報告書作
成 

  
 

   

3 令和３年度達成目標と取組事項 

達
成
目
標 

・ 施設・設備の改修の優先順位の見直しを行い，中期事業計画に反映する。 
・ 展示スペースの改修手法等について検討し，改修計画案を取りまとめる。 

目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
の
取
組
事
項
な
ど 

（１）施設・設備の改修計画の見直し 

   長寿命化計画（個別施設計画）に基づき，施設・設備の劣化度合や利用者のニーズ等を踏まえ

て改修の優先順位の見直しを行い，中期事業計画に反映する。 

 

（２）展示スペースの改修計画案の取りまとめ 

   令和２年度までに徴取した参考見積りから，展示スペース全体の改修は，改修費用が高額と

なり，費用対効果が低く実現性が低いことから，現実的な取組みとして，大規模な展示スペー

スの改修は行わず，軽微な展示の変更を行っていく方向性とし，令和２年度に作成した「展示

評価票」を基に，据え置き型展示資料の撤去や作り替えなど，部分改修をメインとした改修計

画案を取りまとめる。 
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４ 令和３年度取組状況 
実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

□ 順調 

□ 概ね順調 

□ 遅れている 

□ 見直しが必要 

 

具体の活動実績及び成果 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2 期行動計画記載ページ） 
3.3.3 文化会館【文化・生涯学習課】（39 ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた
方向性 

・ 順次計画を立てて，予防的な維持改修を行っていきます。 

・ 利用者がくつろげる空間創出など，利用者の利便性の向上を目指します。 

・ 将来的な運営の在り方について検討します。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H29 年度 
(2017) 

H30 年度 
(2018) 

R 元年度 
(2019) 

R2 年度 
(2020) 

R3 年度 
(2021) 

R4 年度 
(2022) 

現状課題分析 
 H30 指定期間

終了 
    

再編成の戦略協議 
      

取りまとめ 
・報告書作成 

      

3 令和２年度達成目標と取組事項 

達
成
目
標 

・ 施設・設備等の予防・保全のための改修計画の検討・作成 
・ 利用者の更なる利便性向上に向けて，文化会館施設をあまり利用しない市民からの意見や要望

を把握するための調査を実施する。 

目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
の
取
組
事
項
な
ど 

（１）施設・設備等の予防・保全のための改修計画の検討・取りまとめ 

令和 2 年度中に策定する「社会教育施設長寿命化計画（個別施設計画）」及び施設・設備等の

劣化状況，当市の財政状況等を勘案しながら，適正な予防・保全のための改修計画を立てる。

・ 施設・設備等の劣化状況の確認，緊急度の検討・順位付け 

・ 改修計画案（対象施設・設備，実施時期等）の作成 

 

（２）市民向けアンケート調査の実施及びデータの分析 

前年度作成した調査票を基に，普段あまり文化会館を利用しない年齢層の市民が多く在籍す

る当市職員を対象にアンケート調査を実施し，回収したアンケート結果の取りまとめと分析を

行う。あまり利用しない層からのニーズを把握することで，さらなる利用者拡大を図っていく

ための参考データとする。 

・ 実施時期の検討 

・ アンケート調査の実施，回収データの取りまとめ及び分析 
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４ 令和２年度取組状況 
実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

■ 順調 

□ 概ね順調 

□ 遅れている 

□ 見直しが必要 

 長寿命化計画（個別施設計画）の策定が完了したことから，今後は本計画に基づ

き優先順位を見極めながら改修を実施し，施設の適正管理に努める。 

 アンケート調査については，コロナ禍の現状を踏まえ，一定のサンプル数が期待

でき，ある程度年齢層にも幅がある市職員を対象としての実施とした。集計結果を

基に分析した改善点は，今後の運営に反映させ，利用者の拡大に繋げていく。 

具体の活動実績及び成果 

（１）施設・設備等の予防・保全のための改修計画の検討・取りまとめ 

文化・生涯学習課で所管する３施設（文化会館，歴史民俗資料館，中央図書館）を対象とした「龍

ケ崎市社会教育施設長寿命化計画」を策定し，安全・安心かつ継続的に施設を利用できるようにする

ことを目的とした中・長期的な施設改修の基本方針を定めた。 

   ・Ｒ２.４.６  … 定例庁議に計画（案）を付議し，了承を得た 

   ・Ｒ２.７.29   … 龍ケ崎市公共施設等マネジメント推進委員会に計画（案）を付議し，了承を 

             得た。 

   ・Ｒ２.８.19   … 令和２年第８回教育委員会定例会に計画（案）を付議し，正式に承認された。 

 

（２）市民向けアンケート調査の実施及びデータの分析 

コロナ禍において，様々な層の利用者から可能な限り意見を聴取するための方策として，市職員を

対象とした「文化会館の利用に関するアンケート調査」を実施した。 

回答を集計して示されたデータの分析結果については，今後事業を企画・実施する上での参考資料

として有効活用し，施設利用の活性化に役立てる。 

   ・調査期間 … Ｒ３.２.25～Ｒ３.３.10（２週間） 

   ・調査対象 … 市職員（正職員および会計年度任用職員） 

   ・調査方法 … 指定管理者が設定した調査項目に基づき「いばらき電子申請・届出システム」の 

          アンケートフォームを用意し，庁内通知により全職員に協力（＝インターネットに 

          よる回答）を依頼 

【主な調査項目】 

○これまでに参加経験のある文化会館の催物について 

○よく訪れる近隣の文化施設，およびその理由 

○地域の活性化や文化芸術に慣れ親しむことに役立つと思われる事業について  など 

   ・回答件数 …１３５件 
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【文化会館の令和３年度進行管理シート】 
令和２年度までの実績により，進行管理を終了したことから，

令和３年度の進行管理シートは作成しておりません。 
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【文化会館の令和３年度進行管理シート】 
令和２年度までの実績により，進行管理を終了したことから，

令和３年度の進行管理シートは作成しておりません。 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2 期行動計画記載ページ） 
3.3.4 森林公園【都市施設課】（40 ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた
方向性 

・ 森林公園が担ってきた役割や提供してきたサービスを見直し，さらに付加価
値の創出を検討します。 

・ そのうえで，管理棟，トイレ，キャビンハウス，ログハウスの更新計画を策
定していきます。 

・ 将来的な運営の在り方について検討します。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H29 年度 
(2017) 

H30 年度 
(2018) 

R 元年度 
(2019) 

R2 年度 
(2020) 

R3 年度 
(2021) 

R4 年度 
(2022) 

現状課題分析 
 

     

再編成の戦略協議   
 

   

取りまとめ 
・報告書作成 

    
 

 

3 令和２年度達成目標と取組事項 

達
成
目
標 

・ 借地となっている公園用地の在り方について，様々な可能性を検討し，その方向性で進めた場
合のスケジュールを検討する。 

・ 施設のリニューアル（案）を検討する。 

目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
の
取
組
事
項
な
ど 

（１）森林公園用地の在り方の検討 

・ 法令関係の整理 

・ 国庫補助事業の活用検討 

・ 用地を買収する場合の時期の検討 

・ 地権者訪問・意向確認 

・ スケジュールの検討 

 

（２）施設のリニューアル（案）の検討 

・ 既存施設の現状把握 

・ 国庫補助事業の活用検討 

・ リニューアル案の策定及びスケジュールの検討 
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４ 令和２年度取組状況 
実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

□ 順調 

■ 概ね順調 

□ 遅れている 

□ 見直しが必要 

森林公園の再整備に関するスケジュール（案）を作成し，副部長会議及び庁議で

了承を得たが，今後は民間事業者等のノウハウを取り込みながら，用地取得，管理

運営方法などの課題について，資金計画を含めて詳細に検討を進めなければならな

い。さらに，当該事業に国庫補助を活用するには，緑の基本計画への位置付けが必

要である。 

具体の活動実績及び成果 

（１）森林公園用地の在り方の検討 

将来の森林公園の管理運営に際し，民間のノウハウ導入し，利用者ニーズに合致した施設とするた

め，大規模改修を検討しているが，そのためには用地が借地のままでは公園管理に支障をきたす恐れ

があることから，用地買収の検討を進めて行くこととなった。 

用地買収に関する取り組みとして，地権者（9 名）を訪問し，土地売却の意向を確認したところ，

全員から前向きな回答が得られた。 

そのほか，用地買収に関する法令等と国庫補助事業の活用について，茨城県の担当課と協議を行い，

買収に関しての課題と方向性の整理を行った。 

 

（２）施設のリニューアル（案）の検討 

   施設のリニューアルに関する国庫補助事業の活用方法について，茨城県担当課と協議を行い，課題

の整理を行った。その後，施設の再整備に関するスケジュール（案）を作成し，副部長会議及び庁議

に諮り了承を得た。 

   さらに，今年度の取り組みとして，民間事業者等のノウハウを取り込むため，「森林公園の魅力度ア

ップに向けたサウンディング型市場調査」手続きを開始し，今年度，実施要領の公表，参加申込者に

対する現地見学会までを行い，４社が参加の意向を示している。 

 

【サウンディング型市場調査スケジュール】 

・ 実施要領の公表（令和３年２月 26 日～） 

・ 現地見学会・説明会の受付（令和３年３月１日～３月 12 日） 

・ 現地見学会・説明会の開催（令和３年３月 15 日～３月 26 日） 

・ 質問の受付（令和３年３月 29 日～４月 16 日） 

・ 質問の回答（令和３年４月下旬） 

・ サウンディング参加申込受付（令和３年４月 19 日～４月 30 日） 

・ サウンディング実施（令和３年５月 10 日～５月 21 日） 

・ 実施結果概要の公表（令和３年５月下旬） 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2 期行動計画記載ページ） 
3.3.4 森林公園【都市施設課】（40 ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた
方向性 

・ 森林公園が担ってきた役割や提供してきたサービスを見直し，さらに付加価
値の創出を検討します。 

・ そのうえで，管理棟，トイレ，キャビンハウス，ログハウスの更新計画を策
定していきます。 

・ 将来的な運営の在り方について検討します。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H29 年度 
(2017) 

H30 年度 
(2018) 

R 元年度 
(2019) 

R2 年度 
(2020) 

R3 年度 
(2021) 

R4 年度 
(2022) 

現状課題分析 
 

     

再編成の戦略協議   
 

   

取りまとめ 
・報告書作成 

    
 

 

3 令和３年度達成目標と取組事項 

達
成
目
標 

・ 森林公園の魅力度アップに向けたサウンディング型市場調査を完了させる。 
・ 上記調査の結果を踏まえ，施設のリニューアルまでのスケジュールの再調整を行うとともに，

施設の改修計画や管理運営手法等の検討を行い，施設のリニューアル（案）を作成する。 

目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
の
取
組
事
項
な
ど 

（１）サウンディング型市場調査の実施 

   開園から 30 年以上が経過し，施設の老朽化が進み利用者が減少していることから，施設の再

整備や管理運営手法等の検討の参考とするため，令和２年度から実施しているサウンディング

型市場調査を完了させる。 

 【民間事業者等からの意見聴取内容】 

・ 主要施設に対する考え方（再整備等） 

・ 管理運営手法（指定管理等） 

・ 魅力度アップと利用者の拡大（施設の潜在能力等） 

 

（２）施設のリニューアル（案）作成 

サウンディング型市場調査の結果を受け，魅力度アップと利用者拡大を目標として，施設の

リニューアルまでのスケジュールを再調整するとともに，施設のリニューアル（案）を作成す

る。 

 

（３）国庫補助事業の適用 

森林公園の再整備及び用地買収を国庫補助対象事業とするため，「龍ケ崎市緑のまちづくりプ

ラン（緑の基本計画）」を策定する必要があることから，そのための「市民アンケート」を実施

する。 
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４ 令和３年度取組状況 
実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

□ 順調 

□ 概ね順調 

□ 遅れている 

□ 見直しが必要 

 

具体の活動実績及び成果 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2 期行動計画記載ページ） 
3.3.5 農業公園豊作村【農業政策課】（41 ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた
方向性 

・ 順次計画を立てて，予防的な維持改修を行っていきます。 
・ 将来的な運営の在り方について検討します。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更） 

取組事項 
H29 年度 
(2017) 

H30 年度 
(2018) 

R 元年度 
(2019) 

R2 年度 
(2020) 

R3 年度 
(2021) 

R4 年度 
(2022) 

現状課題分析  
 

H30 指定期間

終了 
  

 
 

 

再編成の戦略協議    
 

  

取りまとめ 
・報告書作成 

     
 

3 令和２年度達成目標と取組事項 

達
成
目
標 

・ 施設の適正管理等による利用者の利便性の向上 
・ 「龍ケ崎市農業公園豊作村長寿命化計画」の策定 

目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
の
取
組
事
項
な
ど 

（１）施設の適正管理等による利用者の利便性の向上 

・ 湯ったり館サウナ修繕 

・ 湯ったり館浴槽濾過装置制御盤更新 

・ 湯ったり館駐車場区画線修繕 

・ 総合交流ターミナル空調設備更新 など 

 

（２）「龍ケ崎市農業公園豊作村長寿命化計画」の策定 

・ 国のインフラ長寿命化基本計画及び本市の公共施設等総合管理計画との整合 

・ 農業公園豊作村の利用状況，維持管理費及び施設の劣化・損傷の状況等の現状分析 

・ 今後の維持管理費のシミュレーション 
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４ 令和２年度取組状況 
実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

■ 順調 

□ 概ね順調 

□ 遅れている 

□ 見直しが必要 

 令和２年度に予定していた湯ったり館の修繕工事等は，臨時休館の期間を最小限
に抑え，早期に営業を再開することが出来た。また，「龍ケ崎市農業公園豊作村長
寿命化計画（個別施設計画）」は，令和３年 2 月に策定した。 

今後は，長寿命化計画に基づき，施設の維持管理及び更新に係る費用の軽減を図
るとともに，利用者が安全・安心かつ継続的に利用できる施設環境の整備を進める
必要がある。また，再編成プラン等の作成に向け，引き続き，再編成の戦略協議を
行う必要がある。 

具体の活動実績及び成果 

（１）施設の適正管理等による利用者の利便性の向上 
   総合交流ターミナルは，令和 2 年度で築 21 年を迎え，機械設備等の一部において老朽化が進行し

ていることから，空調設備の更新工事を行った。 
   また，湯ったり館も築 20 年を迎え，総合交流ターミナルと同様に機械設備等の老朽化が進行して

いることから，駐車場区画線改修工事，サウナ機器等の修繕を行ったほか，新型コロナウイルス感染
症感染防止のため，大広間等にパーテーション等を設置した。 

   なお，湯ったり館の修繕工事等に伴う臨時休館について，当初は令和 3 年 3 月 1 日（月）から 12
日（金）までの 12 日間を予定していたが，契約相手方と協議を行い，10 日（水）までの 10 日間で
修繕工事等を完了することで調整出来たため，利用者の利便性の低減に努めることが出来た。 

   詳細については，以下のとおり。 

場  所 内  容 契約金額 

総合交流ターミナル 空調設備更新工事実施設計 851,400 円 

 空調設備更新工事 12,672,000 円 

湯ったり館 駐車場区画線改修工事 682,000 円 

 パーテーション等購入 270,600 円 

 宴会場机・椅子更新 2,841,300 円 

 浴槽濾過装置制御盤更新工事 2,860,000 円 

 プレハブ冷凍冷蔵庫更新工事 2,857,800 円 

 サウナ機器等修繕 １,727,000 円  

   
▲駐車場区画線改修 ▲サウナ機器等修繕 ▲机・椅子更新，パーテーション設置 

（２）「龍ケ崎市農業公園豊作村長寿命化計画」の策定 
   「龍ケ崎市農業公園豊作村長寿命化計画（個別施設計画）」の策定について，農業公園豊作村の利用

状況，維持管理費及び施設の劣化・損傷の状況等の現状課題分析を行った。 
   また，現状課題分析を踏まえ，国のインフラ長寿命化基本計画及び本市の公共施設等総合管理計画

との整合を図るとともに，今後の維持管理費のシミュレーションを行い，長寿命化
計画の素案を作成した。その後，龍ケ崎市公共施設等マネジメント戦略会議，庁議
及び龍ケ崎市公共施設等マネジメント推進委員会で長寿命化計画（案）の協議を行
い，令和３年２月に策定した。 

   なお，長寿命化計画の策定には，令和２年度当初予算において，委託料として約
720 万円の予算措置がされていたが，委託せずに策定したため，予算の削減を図る
ことが出来た。 

   このほか，長寿命化計画を策定するにあたり，現状課題分析を行ったが，この現
状課題分析をもとに再編成の戦略協議として，庁内関係課との協議を行った。 

 
 

▲農業公園豊作村 
長寿命化計画 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2 期行動計画記載ページ） 
3.3.5 農業公園豊作村【農業政策課】（41 ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた
方向性 

・ 順次計画を立てて，予防的な維持改修を行っていきます。 
・ 将来的な運営の在り方について検討します。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更） 

取組事項 
H29 年度 
(2017) 

H30 年度 
(2018) 

R 元年度 
(2019) 

R2 年度 
(2020) 

R3 年度 
(2021) 

R4 年度 
(2022) 

現状課題分析  
 

H30 指定期間

終了 
  

 
 

 

再編成の戦略協議    
 

  

取りまとめ 
・報告書作成 

     
 

3 令和３年度達成目標と取組事項 

達
成
目
標 

・ 施設の適正管理等による利用者の利便性の向上 
・ 次期指定管理者選定に向けた検討 

目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
の
取
組
事
項
な
ど 

（１）施設の適正管理等による利用者の利便性の向上 

・ 湯ったり館浴槽循環配管洗浄，ろ過機濾材交換 

・ 湯ったり館給水設備修繕 

・ 湯ったり館温泉ユニット活性石交換 など 

 

（２）次期指定管理者選定に向けた検討 

・ 指定管理者として管理運営を行っている，まちづくり・文化財団の運営状況の検証 

・ 他市町村の事例の調査 

・ 庁内関係各課（企画課等）との戦略協議 など 
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４ 令和３年度取組状況 
実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

□ 順調 

□ 概ね順調 

□ 遅れている 

□ 見直しが必要 

 

具体の活動実績及び成果 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2 期行動計画記載ページ） 
3.4.1 西部出張所【市民窓口課】（43 ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた
方向性 

・ 西部出張所は，第 1 期行動計画の「市役所出張所機能の見直しによる市民サ
ービスの向上」対象施設であり，市民窓口ステーション開設やマイナンバー
カードを活用した各種サービスの充実などを踏まえ，廃止を含めて今後の在
り方を検討します。 

・ 解体撤去した場合は，馴柴コミュニティセンターの駐車場等として利便性を
図ります。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H29 年度 
(2017) 

H30 年度 
(2018) 

R 元年度 
(2019) 

R2 年度 
(2020) 

R3 年度 
(2021) 

R4 年度 
(2022) 

現状課題分析 
 
 

 
 

    

廃止時期検討   
 

 
   

取りまとめ 
・報告書作成 

  
 

   

3 令和２年度達成目標と取組事項 

達
成
目
標 

・ 長寿命化計画（個別施設計画）を策定する。 
・ 維持改修等により，適正管理を行う。 

目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
の
取
組
事
項
な
ど 

（１）長寿命化計画（個別施設計画）の策定 

・ 「龍ケ崎市立地適正化計画（平成 31 年３月策定）」において，都市の居住者の共同の福祉

や利便のため必要な施設「誘導施設」が設定され，佐貫市街地に行政の窓口機能を誘導す

ることとされたことを踏まえ，長寿命化及び佐貫駅前周辺を見据えた，将来的な佐貫市街

地の都市機能誘導区域内への移転について方向性を示した長寿命化計画を策定する。 

 

（２）施設の適正管理 

・ 定期的な自主点検や設備の法定点検結果等に基づき，必要に応じて修繕や補修を実施し，利

用者に支障が生じないよう適正管理を行う。 
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４ 令和２年度取組状況 
実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

■ 順調 

□ 概ね順調 

□ 遅れている 

□ 見直しが必要 

西部出張所は，第１期行動計画の「市役所出張所機能の見直しによる市民サービ

スの向上」の検討から方向性を継続し，第２期行動計画においても「廃止を含めて

今後の在り方を検討する」ことを課題解決の方向性として定め，検討を継続してき

た。その結果として，今年度策定した長寿命化計画（個別施設計画）の中で，「龍

ケ崎市立地適正化計画（平成 31 年３月策定）」に基づき，龍ケ崎市駅前周辺を見

据えた，将来的な佐貫市街地の都市機能誘導区域内への移転を検討していくことで

方向性をまとめた。 

また，施設の維持改修等については，日頃から目視による施設の自主点検を実施

し，適正管理に努めた。 

具体の活動実績及び成果 

（１）長寿命化計画（個別施設計画）の策定 

施設の劣化状況の調査に加え，将来の整備コストの試算などを行ってまとめた「龍ケ崎市行政系施

設（出張所）長寿命化計画（個別施設計画）」を策定した。 

この計画の中で，第２期行動計画において課題解決の方向性としていた「西部出張所の今後の在り

方」について，「龍ケ崎市立地適正化計画（平成 31 年３月策定）」において，都市の居住者の共同の

福祉や利便のため必要な施設「誘導施設」が設定され，佐貫市街地に行政の窓口機能を誘導すること

とされたことを踏まえ，現在の施設の計画的な予防保全により施設の長寿命化を図りながら，龍ケ崎

市駅前周辺を見据えた，将来的な佐貫市街地の都市機能誘導区域内への移転を検討することで方向性

をまとめた。 

 

（２）施設の適正管理 

施設の維持改修等については，日頃から目視による施設の自主点検を実施し，不具合箇所の修繕に

努めた。 

・ 自動ドアのセンサー2 か所の修繕 

・ 男子トイレの水漏れ修繕 
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【西部出張所の令和３年度進行管理シート】 
令和２年度までの実績により，進行管理を終了したことから，

令和３年度の進行管理シートは作成しておりません。 

60 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【西部出張所の令和３年度進行管理シート】 
令和２年度までの実績により，進行管理を終了したことから，

令和３年度の進行管理シートは作成しておりません。 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2 期行動計画記載ページ） 

3.4.2 総合福祉センター（跡地活用） 

【介護福祉課，企画課】（44 ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた
方向性 

・ 障がい者デイサービス機能の移転先を検討し，総合福祉センターを廃止しま
す。 

・ 廃止後は建物の解体又は減築して転用するなど跡地利用を検討します。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H29 年度 
(2017) 

H30 年度 
(2018) 

R 元年度 
(2019) 

R2 年度 
(2020) 

R3 年度 
(2021) 

R4 年度 
(2022) 

現状課題分析 
 H30 指定期間

終了     

障がい者デイサービ
ス機能移転調整 

  
H30 廃止 

 
別施設に移転    

跡地利用方針取りま
とめ・報告書作成 

 
 

    

3 令和２年度達成目標と取組事項 

達
成
目
標 

・ 高齢福祉施設長寿命化計画（個別施設計画）を策定する。 
・ 建物の状況を整理し，新保健福祉施設が完成するまでを見越した中期５か年保全計画を作成す

るとともに，適正な維持管理を行う。 

目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
の
取
組
事
項
な
ど 

（１）高齢福祉施設長寿命化計画（個別施設計画）の策定 

建物状況を点検し，不具合箇所の緊急性を整理する等した上で，高齢福祉施設長寿命化計画

を策定する。 

 

（２）施設の適正な維持管理 

建物状況を点検し，不具合箇所の緊急性を整理する等した上で，新保健福祉施設が完成する

までを見越した中期 5 か年保全計画を作成する。また，施設内の利便性を高めるため，下記の

改修を実施する。 

・ 多目的室の小上がり（畳スペース）撤去及び床改修 
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４ 令和２年度取組状況 
実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

□ 順調 

□ 概ね順調 

□ 遅れている 

■ 見直しが必要 

総合福祉センターは，第１期行動計画で「保健福祉施設の複合化・多機能化」を

掲げ，保健センター，地域福祉会館とともに３つの既存施設の機能を１つの複合施

設にまとめることを決定し，平成 28 年３月に「新保健福祉施設整備基本構想」が

策定されたことを受け，第２期行動計画では，総合福祉センターの跡地利用まで見

据えて検討していくことを課題解決に向けた方向性とし，取組みを進めていた。 

しかしながら，社会情勢の変化等を考慮し，総合福祉センターの現状分析と在り

方について改めて整理したところ，ふるさとふれあい公園等を有する施設の周辺環

境を考慮し，「高齢者の生きがいづくりの拠点」として施設を存続させ，活用して

いくことが市にとって必要であるとの結論に至り，庁議，審議会での了承を経て，

総合福祉センターの機能を含まない，新たな「新保健福祉施設整備基本構想

2020」が令和３年３月に策定された。 

このため，課題解決に向けた方向性として掲げている項目が実態と合わない状況

となったものであるが，令和３年度から，「高齢者の生きがいづくりの拠点として

の具体的な活用方法の検討」を方向性とし，実施工程も変更した上で，進行管理を

進めて行くことを考えている。 

なお，今年度の達成目標とし，同月に策定した「龍ケ崎市高齢福祉施設長寿命化

計画（個別施設計画）」においては，基本構想の見直し検討と同時並行で策定して

いたことから，施設の方向性は絞っておらず，「新保健福祉施設へ複合化する場

合」と「独立して存続する場合」の２パターンの可能性を残しまとめている。 

具体の活動実績及び成果 

（１）高齢福祉施設長寿命化計画（個別施設計画）の策定 

総合福祉センターの現状分析と在り方の検討状況等を踏まえながら，施設の劣化状況調査の結果等

に基づき，7 月に素案を作成，これに施設の整備コストの試算等を加えた上で 11 月までに素案の修

正を行い，龍ケ崎市公共施設等マネジメント戦略会議，庁議，2 月の龍ケ崎市公共施設等マネジメン

ト推進委員会の了承を経て，令和３年 3 月に計画を策定した。 

 

（２）施設の適正な維持管理 

公共施設点検チェックシート等を用いて施設の点検を行い，必要な修繕等について，中期５か年保

全計画を作成した。 

 また，今年度は，多目的室の小上がりの撤去及び床改修を 6～7 月にかけて実施し，段差の解消に

より通常時の利用スペースが拡大したことにより利便性が高まり，利用者からも好評を得ている。 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2 期行動計画記載ページ） 

3.4.2 総合福祉センター 

【介護福祉課，企画課】（44 ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた
方向性 

・ 「高齢者の生きがいづくりの拠点」としての具体的な活用方法を検討します。

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H29 年度 
(2017) 

H30 年度 
(2018) 

R 元年度 
(2019) 

R2 年度 
(2020) 

R3 年度 
(2021) 

R4 年度 
(2022) 

現状課題分析       

再編成の戦略協議  
 
 

 

    

事業展開の具体策の
検討・実施 

     
 

3 令和３年度達成目標と取組事項 

達
成
目
標 

令和２年度に検討した「高齢者の生きがいづくりの拠点」としての活用を具体的に進めていくた
め，事業展開の具体策及び利用しやすい施設運営等の検討を行い，事業計画として取りまとめると
ともに，今後の事業展開等に合わせた施設・設備の改修計画について検討し，その改修計画のスケ
ジュール（案）を作成する。 

目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
の
取
組
事
項
な
ど 

（１）次年度の事業計画及び施設の改修計画に係るスケジュール（案）を作成する。 

ア 利用者ニーズ等の把握を通して，指定管理者である社会福祉協議会と連携・協議しながら，

新規事業（講座・教室等）の導入や利用しやすい施設運営等について検討を行い，次年度

の事業計画を作成する。 

イ 現状における施設の利用形態や今後の事業展開に合わせた施設・設備の改修計画を検討し，

その改修計画のスケジュール（案）を作成する。 
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４ 令和３年度取組状況 
実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

□ 順調 

□ 概ね順調 

□ 遅れている 

□ 見直しが必要 

 

具体の活動実績及び成果 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2 期行動計画記載ページ） 

3.4.3 地域福祉会館（跡地活用） 

【社会福祉課，企画課】（45 ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた
方向性 

・ 社会福祉協議会事務所は，建設が計画されている新保健福祉施設に移転予定
です。 

・ 地域福祉会館本館は，耐震性能への不安や老朽化による劣化が顕在化してい
ることから，新保健福祉施設建設後，解体します。 

・ 地域福祉会館新館は，建物耐用年数があるため，公共施設としての機能を維
持していきます。また市役所に近接する建物であることを考慮し，つぼみ園
の移転を検討します。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H29 年度 
(2017) 

H30 年度 
(2018) 

R 元年度 
(2019) 

R2 年度 
(2020) 

R3 年度 
(2021) 

R4 年度 
(2022) 

現状課題分析       

再編成の戦略協議    
 

  

取りまとめ 
・報告書作成 

    
 

 

3 令和２年度達成目標と取組事項 

達
成
目
標 

・ 長寿命化計画（個別施設計画）を策定する。 
・ 新保健福祉施設整備の進捗を踏まえながら，地域福祉会館の維持管理を適正に実施する。 

目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
の
取
組
事
項
な
ど 

（１）長寿命化計画（個別施設計画）の策定 

施設の点検を行うほか，新保健福祉施設の整備方針等を踏まえつつ，長寿命化も含めた地域

福祉会館の今後の在り方を検討し，長寿命化計画を策定する。 

 

（２）適正な維持管理 

・ 建物の状況点検を適宜実施し，計画的かつ緊急性に応じた修繕を行っていく。 

・ 施設の利用状況等を調査し，求められている機能の再検証を実施する。 
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４ 令和２年度取組状況 
実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

□ 順調 

□ 概ね順調 

□ 遅れている 

■ 見直しが必要 

地域福祉会館は，第１期行動計画で「保健福祉施設の複合化・多機能化」を掲

げ，保健センター，総合福祉センターとともに３つの既存施設の機能を１つの複合

施設にまとめることを決定し，平成 28 年３月に「新保健福祉施設整備基本構想」

が策定されたことを受け，第２期行動計画では，地域福祉会館の本館は老朽化して

いるため解体，新館は機能を維持し，つぼみ園の移転先として検討していくことを

課題解決に向けた方向性とし，取組みを進めていた。 

しかしながら，社会情勢の変化等を考慮し，地域福祉会館の現状分析と在り方に

ついて改めて整理したところ，災害発生時に「災害ボランティアセンター」を設置

する位置付けや重要性，市災害対策本部に近接している立地上のメリットや既存の

厨房設備等の活用，独立した施設であることから，いつでも「災害ボランティアセ

ンター」を設置でき，拡張性があることなど，施設を存続させ，活用していくこと

が市にとって必要であるとの結論に至り，庁議，審議会での了承を経て，地域福祉

会館の機能を含まない，新たな「新保健福祉施設整備基本構想 2020」が令和３年

３月に策定された。 

また，つぼみ園の移転先としての検討についても，つぼみ園が旧八原市営住宅跡

地へ移転することが決定したため，課題解決に向けた方向性として掲げている項目

が実態と合わない状況となったものであるが，地域福祉会館は，存続に向けて構造

上の問題の有無を確認するため，令和３年度に本館の耐震診断の予算計上を行って

おり，施設を残す方向で動き出すことから，「福祉のまちづくりの実現を目指す社

会福祉協議会の拠点として，ボランティアを中心とした発展的な活用案の検討」を

方向性とし，実施工程も変更した上で，進行管理を進めて行くことを考えている。 

なお，今年度の達成目標とし，同月に策定した「龍ケ崎市地域福祉会館・ふるさ

とふれあい公園長寿命化計画（個別施設計画）」においては，基本構想の見直し検

討と同時並行で策定していたことから，施設の方向性は絞っておらず，「新保健福

祉施設へ複合化する場合」と「独立して存続する場合」の２パターンの可能性を残

しまとめている。 

具体の活動実績及び成果 

（１） 長寿命化計画（個別施設計画）の策定 

地域福祉会館の現状分析と在り方，また，つぼみ園の移転先検討状況を踏まえながら，施設の劣化

状況調査の結果等に基づき，7 月に素案を作成，これに施設の整備コストの試算等を加えた上で 11

月までに素案の修正を行い，龍ケ崎市公共施設等マネジメント戦略会議，庁議，2 月の龍ケ崎市公共

施設等マネジメント推進委員会の了承を経て，令和３年 3 月に計画を策定した。 

（２） 適正な維持管理 

公共施設点検チェックシート等を用いて施設の点検を行い，必要な修繕等について，中期５か年保

全計画を作成した。 

また，本館は，令和３年度に行う耐震診断の結果次第ではあるが，求められている機能の再検証の

結果，本館・新館ともに施設を存続させ，活用していくとの結論に至ったことから，令和３年度以降，

今年度策定した長寿命化計画に基づき，計画的な予防保全を中心に事後保全も組み合わせて施設の修

繕等を行っていく。 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2 期行動計画記載ページ） 

3.4.3 地域福祉会館 

【社会福祉課，企画課】（45 ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた
方向性 

・ 福祉のまちづくりの実現を目指す社会福祉協議会の拠点として，ボランティ
アを中心とした発展的な活用案を検討します。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H29 年度 
(2017) 

H30 年度 
(2018) 

R 元年度 
(2019) 

R2 年度 
(2020) 

R3 年度 
(2021) 

R4 年度 
(2022) 

現状課題分析       

再編成の戦略協議    
 

  

取りまとめ 
・報告書作成 

    
 

 

3 令和３年度達成目標と取組事項 

達
成
目
標 

・ 地域福祉会館本館の耐震診断を実施する。 
・ ボランティアを中心とした発展的な活用案の作成に向けて，現状課題分析を行い，報告書にま

とめる。 

目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
の
取
組
事
項
な
ど 

（１）耐震診断の実施と適正な維持管理 

地域福祉会館本館の老朽化を考慮し，継続して使用可能であるか確認するため，耐震診断を

実施する。 

また，新館を含めた建物全体の点検を適宜実施し，その結果を踏まえて，令和２年度に策定

した長寿命化計画に基づき，計画的かつ緊急性に応じた修繕等を行っていく。 

 

（２）地域福祉会館の現状課題分析に係る報告書の作成 

施設の利用状況の確認や社会福祉協議会への聞き取りなどを通じて現状課題分析を行い，活

用案の作成に向けて報告書にまとめる。 
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４ 令和３年度取組状況 
実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

□ 順調 

□ 概ね順調 

□ 遅れている 

□ 見直しが必要 

 

具体の活動実績及び成果 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2 期行動計画記載ページ） 

3.4.4 学校給食センター第一調理場，第二調理場（跡地活用） 

【企画課，学校給食センター】（47 ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた
方向性 

・ 学校給食センターは一部屋の区切りが広く，天井が高い，プラットホームが
ある等の特徴を生かし，公共施設として有効活用を検討します。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H29 年度 
(2017) 

H30 年度 
(2018) 

R 元年度 
(2019) 

R2 年度 
(2020) 

R3 年度 
(2021) 

R4 年度 
(2022) 

現状課題分析  
 

    

再編成の戦略協議 
      

取りまとめ 
・報告書作成 

  
 

   

3 令和２年度達成目標と取組事項 

達
成
目
標 

・ 跡地活用方針を作成する。 
・ 適正な維持管理を行う。 

目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
の
取
組
事
項
な
ど 

（１）跡地活用方針の作成 

 跡地として利用できる用途等を整理し，方針をまとめる。 

 

（２）適正な維持管理 

建物状況を確認の上，要措置箇所の優先順位を整理して，施設移転までの必要な修繕等を行

っていく。 
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４ 令和２年度取組状況 
実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

□ 順調 

■ 概ね順調 

□ 遅れている 

□ 見直しが必要 

「龍ケ崎市公共施設跡地活用方針（令和３年３月）」を策定し，令和２年度時点

で検討対象となっている６施設の内の２施設として，龍ケ崎市公共施設等マネジメ

ント戦略会議等において検討を行っている。 

戦略会議では，除却する可能性も排除しないものの，公共施設としての活用を第

１とする方向性，また，民間事業者等の活用の可能性も探るため，令和３年度にサ

ウンディング型市場調査を行う跡地活用スケジュールを作成して了承を得ており，

令和３年４月の庁議にも付議している。 

また，施設の維持管理として，建物状況を確認の上，不具合個所等を把握し，新

学校給食センターが完成するまでを見越した保全計画を作成した。 

具体の活動実績及び成果 

（１）跡地活用方針の作成 

本市の公共施設の跡地活用に関する方針は，平成29年10月に策定している「学校跡地活用方針」

のみとなっており，公共施設全体を包括する方針が策定されていない状況となっていた。 

本市では，今年度時点において，本施設を含め「空き施設となることが決まっている，若しくは

再編成を検討中であり，将来，空き施設となる可能性がある施設」が６施設あり，今後も学校以外

の施設についても具体に跡地活用の検討が必要となってくることから，市民の皆様にも分かりやす

い流れで個別施設の跡地活用の検討を進めて行くため，「学校跡地活用方針」を「龍ケ崎市公共施

設跡地活用方針」に統合する形で，新たに公共施設全体に関する方針として「龍ケ崎市公共施設跡

地活用方針」を策定した。 

なお，方針は，令和２年12月23日に龍ケ崎市公共施設等マネジメント戦略会議，令和３年１月５

日に庁議，同年２月８日に龍ケ崎市公共施設等マネジメント推進委員会へ付議し，了承を得て令和

３年３月に策定した。 

 

（２）適正な維持管理 

【建物状況の整理】 

公共施設点検マニュアル及び公共施設点検チェックシートに基づき建物の状況を調査し，課

題等を整理するとともに中期５か年保全計画を作成した。 

中期５か年保全計画（新学校給食センター完成まで）における現調理場の維持管理等に要す

る経費は，以下の金額が見込まれている。（令和３年度～令和５年度） 

 

・ 第一調理場 2,100 千円 

   洗浄機・揚物機等大型機器類修理，ボイラー配管等修理，施設警備・電気工作物修繕等 

・ 第二調理場 2,100 千円 

       洗浄機・揚物機等大型機器類修理，ボイラー配管等修理，施設警備・電気工作物修繕等  
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2 期行動計画記載ページ） 

3.4.4 学校給食センター第一調理場，第二調理場（跡地活用） 

【企画課，学校給食センター】（47 ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた
方向性 

・ 学校給食センターは一部屋の区切りが広く，天井が高い，プラットホームが
ある等の特徴を生かし，公共施設として有効活用を検討します。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H29 年度 
(2017) 

H30 年度 
(2018) 

R 元年度 
(2019) 

R2 年度 
(2020) 

R3 年度 
(2021) 

R4 年度 
(2022) 

現状課題分析  
 

    

再編成の戦略協議 
      

取りまとめ 
・報告書作成 

  
 

   

3 令和３年度達成目標と取組事項 

達
成
目
標 

・ 「龍ケ崎市公共施設等マネジメント戦略会議」での検討を継続していくとともに，サウンディ
ング型市場調査を行い，民間事業者等による活用の可能性について調査結果をまとめる。 

・ 安心・安全な学校給食を提供するため，必要な維持管理（点検・補修）を行う。 

目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
の
取
組
事
項
な
ど 

（１）「龍ケ崎市公共施設等マネジメント戦略会議」による検討の実施 

 「龍ケ崎市公共施設跡地活用方針」に基づき，令和２年度から跡地活用の検討を行っている

「龍ケ崎市公共施設等マネジメント戦略会議」において，検討を継続的に行っていく。 

 

（２）サウンディング型市場調査の実施 

 令和２年度時点で跡地活用の検討対象となっている６施設の内，他の２施設と併せた４施設

について，民間事業者等による活用の可能性を探るため，サウンディング型市場調査を行い，

調査結果をまとめる。 

 

（３）適正な維持管理 

   建物状況を確認し，補修箇所の優先順位を整理した上で，新施設の供用開始時期を考慮し，

業務に支障のない範囲で施設維持費を抑制しながら，必要な修繕等を行っていく。 
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４ 令和３年度取組状況 
実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

□ 順調 

□ 概ね順調 

□ 遅れている 

□ 見直しが必要 

 

具体の活動実績及び成果 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2 期行動計画記載ページ） 
4.2.1 新学校給食センター【学校給食センター】（49 ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた
方向性 

・ 学校給食センター第一調理場と第二調理場を統合し，施工者のノウハウを反
映できる設計・施工一括発注方式で整備します。 

・ 建替えにより，衛生環境の改善，アレルギー除去食対応など機能強化を図り
ます。 

・ 運営方法の工夫で延床面積等を縮小などコスト削減に留意します。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H26 年度 
(2014) 

H27 年度 
(2015) 

H28 年度 
(2016) 

H29 年度 
(2017) 

H30 年度 
(2018)

R 元年度
(2019) 

R2 年度 
(2020)

R3 年度
(2021) 

R4 年度 
(2022)

再編成の戦略協議  
 

基本事項
整理 

 

 
基本計画 

策定 

          

用地取得・埋蔵文
化財調査 

    

 

            

実施方針の公表，
業者選定・契約 

      

 

 
  

        

事業化     
  
 

  

 

 
建設工事 

 

  

3 令和２年度達成目標と取組事項 

達
成
目
標 

・ 令和２年 12 月に学校給食センター整備事業の本契約を締結する。 
・ 本契約後速やかに現地調査に着手する。 

目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
の
取
組
事
項
な
ど 

（１）実施方針・要求水準書の公表。質問回答。（５月～６月） 

基本計画で作成した内容を精査し公表する。また，質問事項について回答書を作成する。 

（２）入札公告を実施（入札説明書・落札者基準の公表）。質問回答。（７月～８月） 

基本計画で作成した内容を精査し，実施方針・要求水準書の質問回答を踏まえ公表する。ま

た，質問事項について回答を作成する。 

（３）総合評価方式による落札事業者の決定及び仮契約締結（９月～10 月） 

採点のための組織を設置。提出された提案書の内容を確認し採点，審査を行い落札者を決定，

公表する。 

（４）令和２年 12 月の市議会に諮り承認を得る。（12 月） 

（５）落札企業と協議し，事前調査・現地測量・基本設計に着手（１月～３月） 

契約締結後速やかに全体調整・工程調整に入り，事業を進捗させる。 

 

 

既存施設解体 
基本・実施設計 

開
設
予
定 

基本・実施設計 
建設工事 
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４ 令和２年度取組状況 
実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

■ 順調 

□ 概ね順調 

□ 遅れている 

□ 見直しが必要 

・ 10 月に仮契約，12 月に本契約を締結した。 

・ 令和３年度当初からモニタリング支援業務を開始し，令和５年９月の開設を目

指す。 

具体の活動実績及び成果 

※ 目標達成に向けた具体の取組事項（１）～（５）を項目別に分類し，具体の活動実績及び成果を記載

しているため，付番は一致していない。 

 

（１）デザインビルド契約の手続き 

７月 実施方針・要求水準書の公表，入札公告（入札関係書類の公表） 

８月 入札公告に関する質問事項への回答，入札参加受付及び参加資格審査 

９月 提案書受付及び提案内容の基礎審査 

10 月 落札者選定委員会での提案内容の性能審査及び入札価格の確認により落札者を選定し，  

契約審査会で落札者を決定 

※ 仮契約締結 

12 月 市議会での議決 

※ 本契約 

 

（２）契約による事業着手 

・ 請負者の構成企業等と定例的に打合せを実施 

・ 事業地の調査測量 

 

（３）各インフラ管理者等と協議調整及び法令等の許認可等の相談 

県流域下水道事務所，市下水道課，県南水道，牛久沼土地改良区，県建築指導課，市都市計画課 

 

（４）国庫補助に関する手続き 

・ 事業計画書の提出及び補助金の交付申請 

・ 交付決定通知の受理 ※国の第三次補正予算による前倒しでの国庫補助事業 

・ 継続費の見直し及び市補正予算で予算措置 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2 期行動計画記載ページ） 
4.2.1 新学校給食センター【学校給食センター】（49 ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた
方向性 

・ 学校給食センター第一調理場と第二調理場を統合し，施工者のノウハウを反
映できる設計・施工一括発注方式で整備します。 

・ 建替えにより，衛生環境の改善，アレルギー除去食対応など機能強化を図り
ます。 

・ 運営方法の工夫で延床面積等を縮小などコスト削減に留意します。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H26 年度 
(2014) 

H27 年度 
(2015) 

H28 年度 
(2016) 

H29 年度 
(2017) 

H30 年度 
(2018)

R 元年度
(2019) 

R2 年度 
(2020)

R3 年度
(2021) 

R4 年度 
(2022)

再編成の戦略協議  
 

基本事項
整理 

 

 
基本計画 

策定 

          

用地取得・埋蔵文
化財調査 

    

 

            

実施方針の公表，
業者選定・契約 

      

 

 
  

        

事業化     
  
 

  

 

 
建設工事 

 

  

3 令和３年度達成目標と取組事項 

達
成
目
標 

令和５年９月の供用開始を目指し，令和３年度中に建築準備を進め，杭打ち準備を完了させる。 

目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
の
取
組
事
項
な
ど 

（１）龍ケ崎市学校給食センター建設事業の推進 

ア 現地調査（測量調査・ボーリング調査等） 

イ 設計業務（基本設計・実施設計） 

ウ 盛土・造成工事 

エ 各種申請業務（都市計画法施行規則第 60 条申請・建築確認等） 

オ 建築工事（杭打ち）準備 

 

（２）各インフラの整備 

ア 下水道汚水量計算・下水道引き込み工事設計業務 

イ 他インフラ（ガス・水道等）接続調査 

 

 

既存施設解体 
基本・実施設計 

開
設
予
定 

基本・実施設計 
建設工事 
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４ 令和３年度取組状況 
実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

□ 順調 

□ 概ね順調 

□ 遅れている 

□ 見直しが必要 

 

具体の活動実績及び成果 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2 期行動計画記載ページ） 

4.2.2 新保健福祉施設 

【健康増進課，社会福祉課，介護福祉課】（50 ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた 
方向性 

・ 保健センター，総合福祉センター，地域福祉会館を統合し，新保健福祉施設を
建設します。 

・ 現在，各施設で行っている業務を見直し，民間活力による市民交流機能の追加
を行ないます。 

・ 市民ワークショップ等を開催し，施設の価値を明確化します。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H26 年度 
(2014) 

H27 年度 
(2015) 

H28 年度 
(2016) 

H29 年度 
(2017) 

H30 年度 
(2018) 

R 元年度 
(2019) 

R2 年度 
(2020) 

R3 年度 
(2021) 

R4 年度 
(2022) 

再編成の戦略
協議 

  基本構想
策定 

用地取得
協議 

           

民間活力検討                  

市民参加    

 
 

 
 

  
 

 

事業化       

    

   

  

3 令和２年度達成目標と取組事項 

達
成
目
標 

現施設での社会環境の変化による利用者数等の市民ニーズを考慮に入れた，必要機能等の再整理を
行う。 

目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
の
取
組
事
項
な
ど 

（１）新保健福祉施設の整備に向けた検討 

利用者の利便性やサービスの向上の観点から，統合予定施設の現状を分析して，必要機能等を

考慮した施設整備の具体的な方針を作成する。 

 

 

情報提供 市民ワーク 
ショップ等

基本設計 実施設計 建設工事

市民ワーク

ショップ等 

基本設計 
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４ 令和２年度取組状況 
実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

□ 順調 

■ 概ね順調 

□ 遅れている 

□ 見直しが必要 

新保健福祉施設は，第１期行動計画で「保健福祉施設の複合化・多機能化」を掲

げ，保健センター，総合福祉センター及び地域福祉会館の３つの既存施設の機能を

１つの複合施設にまとめることを決定し，平成 28 年３月に「新保健福祉施設整備

基本構想」が策定されたことを受け，第２期行動計画では，この３施設の機能を統

合した施設の建設などを課題解決に向けた方向性とし，取組みを進めていた。 

しかしながら，社会情勢の変化等を考慮し，新保健福祉施設に求められる機能，

及び総合福祉センター，地域福祉会館の現状分析と在り方について改めて整理した

ところ，新保健福祉施設は，健康づくりの中心となる保健センターの機能充実を基

軸として，児童福祉や高齢者の健康づくりなど，妊娠期からこども，子育て世代，

高齢者まで，健康で安心して暮らしていくために必要な機能を集約した施設とする

ことが必要であるとの結論に至り，庁議，審議会での了承を経て，総合福祉センタ

ーと地域福祉会館の機能を含まない，新たな「新保健福祉施設整備基本構想

2020」を令和３年３月に策定した。 

このため，課題解決に向けた方向性として掲げている項目の一部が実態と合わな

い状況となったものであるが，令和３年度に基本設計，令和４年度に実施設計を行

う予定であり，実施工程に大きな変更が生じないことから，引き続き，進行管理を

行っていく。 

具体の活動実績及び成果 

（１）新保健福祉施設の整備に向けた検討 

ア 現状把握 

関係課と協議し，総合福祉センターの利用者数の増加や地域福祉会館の災害ボランティアセン

ターとしての役割等，ボランティア拠点としての重要性の高まりを確認した。 

イ 課題の整理 

社会情勢の変化等により重要性が高まっている，保健・福祉分野における課題を抽出し，児童

福祉分野での連携や機能強化のほか，新型コロナウイルス感染症対策で求められる機能，高齢者

福祉分野においては，地域包括支援センターに求められる機能の強化や施設の拡充など新たな課

題を整理した。 

ウ 新たな基本構想（案）の作成及び審議の流れ 

上記を踏まえ，現状に合わせた保健・福祉の拠点となるよう，改めて新保健福祉施設の機能・

役割などを検討し，整備面積，各室の面積，概算事業費及び事業工程を定めるなど，施設の基本

コンセプトを確立して新たな基本構想（案）を作成し，龍ケ崎市公共施設等マネジメント戦略会

議，庁議，市議会全員協議会への説明及び令和３年２月８日の龍ケ崎市公共施設等マネジメント

推進委員会での了承を経て，令和３年３月に策定した。 

エ 新保健福祉施設整備スケジュールの調整 

龍ケ崎市公共施設等マネジメント推進委員会で基本構想が承認されたことから，２月 17 日，

令和３年度から予定している基本設計に向けた関係課協議を開催し，関係する企画課，こども家

庭課，健康増進課，健幸長寿課，都市施設課により，整備に向けた現状や今後見込まれるスケジ

ュールなどについて，情報共有と意見交換を行った。 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2 期行動計画記載ページ） 

4.2.2 新保健福祉施設 

【企画課，健康増進課，こども家庭課，健幸長寿課】 

（50 ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた
方向性 

・ 保健センター，総合福祉センター，地域福祉会館を統合し，新保健福祉施設を建
設します。 

・ 現在，各施設で行っている業務を見直し，民間活力による市民交流機能の追加を
行ないます。 

・ 市民ワークショップ等を開催し，施設の価値を明確化します。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H26 年度 
(2014) 

H27 年度 
(2015) 

H28 年度 
(2016) 

H29 年度 
(2017) 

H30 年度 
(2018) 

R 元年度 
(2019) 

R2 年度 
(2020) 

R3 年度 
(2021) 

R4 年度 
(2022) 

再編成の戦略
協議 

  基本構想
策定 

用地取得
協議 

           

民間活力検討                  

市民参加    

 
 

 
 

  

 

事業化       

    

   

  

3 令和３年度達成目標と取組事項 

達
成
目
標 

 関係課による協議の場として検討会議を発足し，協議を行っていくとともに，市民交流機能につい
ては，市民のニーズ等を把握するため幅広く意見を徴取する等，「龍ケ崎市新保健福祉施設整備基本
構想 2020」で示した，施設の機能・役割を果たすことができる基本設計として完了させる。 
 また，基本設計を踏まえ，令和４年度から予定している実施設計の概算委託費を固める。 

目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
の
取
組
事
項
な
ど 

（１）基本設計業務委託契約の締結 

 設計書及び仕様書の作成を行い，基本設計業務委託契約を締結する。 

（２）検討会議の開催 

 事業に必要な規模や間取り等設計に必要な事項について，関係課等から広く意見を徴取して検

討を行うため，関係課で構成する「龍ケ崎市新保健福祉施設整備検討会議」を発足し，協議を行

う。 

（３）受託者との協議 

検討会議での検討内容を基本設計に反映させるため，受託者との打合せを行い，必要に応じて

受託者を検討会議に招集し，協議を行う。 

（４）基本設計の完了 

 「龍ケ崎市新保健福祉施設整備基本構想 2020」で示した，施設の機能・役割を果たすことが

できる基本設計として完了させる。 

（５）実施設計への準備 

 令和４年度から予定している実施設計の概算委託費を固める。 

 

 

情報提供 
市民ワーク 
ショップ等

基本設計 実施設計 建設工事

市民ワーク

ショップ等 

基本設計
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４ 令和３年度取組状況 
実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

□ 順調 

□ 概ね順調 

□ 遅れている 

□ 見直しが必要 

 

具体の活動実績及び成果 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2 期行動計画記載ページ） 

4.2.3 旧長戸小学校（跡地活用） 

【コミュニティ推進課，道路整備課】（50 ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた
方向性 

・ 市民のスポーツを通じた健康づくりの場として，体育館及び旧長戸小保育ル
ーム，グラウンドを活用していきます。 

・ 長戸コミュニティセンターの再築の際は，その敷地に供します。 
※旧長戸小学校への進入道路の拡幅についても検討します。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H26 年度 
(2014) 

H27 年度
(2015) 

H28 年度 
(2016) 

H29 年度 
(2017) 

H30 年度 
(2018) 

R 元年度 
(2019)

R2 年度
(2020) 

R3 年度 
(2021) 

R4 年度 
(2022)

再編成の戦略協
議 

   
地元協議 活用方針

整理 

            

住民周知・説明     
  
 
 

 
 
住民周知 

 
 

        

事業化       

  
 
具体案 
検討 

  

 
 
 
 
境界確定 

  
 
 
 
 
 
基本設計 
解体設計 

  
 
 
 
 
 
 
校舎解体 

  
 
 
 
 
 
新コミセ
ン実施設
計 

3 令和２年度達成目標と取組事項 

達
成
目
標 

・ 旧長戸小学校への進入道路拡幅に向けた用地取得のため，測量及び不動産鑑定等を行う。 
・ 地元の方の意見などが反映された新長戸コミュニティセンター基本設計業務を行う。 

目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
の
取
組
事
項
な
ど 

（１）進入道路の整備 

道路整備課において，旧長戸小学校への進入道路拡幅に向けて，境界確定業務委託契約（５月

予定）及び，土地評価，不動産鑑定，補償調査業務委託契約（７月予定）を行う。 

 

（２）新コミュニティセンターの整備 

・ コミュニティ推進課において，新長戸コミュニティセンター基本設計業務及び旧長戸小学

校の解体実施設計業務契約（６月予定）を行う。 

・ 長戸コミュニティ協議会など地元の方の意見や要望を聴取し，新長戸コミュニティセンタ

ー基本設計に反映させる。 

 

 

 

解体・グラウンド改修 

進入道路整備 用地買収
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４ 令和２年度取組状況 
実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

■ 順調 

□ 概ね順調 

□ 遅れている 

□ 見直しが必要 

道路整備課において，旧長戸小学校への進入道路拡幅に向けた用地取得のため，

境界確定及び不動産鑑定等を行った。令和４年度に道路工事を予定しているが，新

長戸コミュニティセンター建設に伴う大型車両の通行によりアスファルト舗装が傷

むため，大型車両の通行終了後にアスファルト舗装の施工をするよう検討してい

る。 

また，コミュニティ推進課では，地元の方の意見などが反映された新長戸コミュ

ニティセンター基本設計業務及び旧長戸小学校校舎解体工事実施設計業務を行っ

た。令和３年度は，道路整備課での用地取得の進捗状況に留意し，解体工事を発注

する予定である。 

具体の活動実績及び成果 

（１）進入道路の整備 

道路整備課において，旧長戸小学校への進入道路拡幅に向けて，境界確定，土地評価，不動産鑑定，

及び補償調査を実施しすべて終了した。また，境界確認の立会時，土地の所有者等に当該事業の概要

やスケジュール等を説明し，概ね理解を得た。 

 

（２）新コミュニティセンターの整備 

・ 長戸コミュニティ協議会との意見交換・要望聴取の場を６回設け，この中でいただいた意見等を

基本設計に反映した。また，意見交換の場では，災害時における福祉避難所としての機能充実に

ついても協議を行い，この結果についても基本設計に反映させた。 

 ・ 旧長戸小学校解体工事実施設計については，基本設計の内容を反映させ，アスベスト調査も実施

した上で解体設計を進め，令和３年度予算に計上した。 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2 期行動計画記載ページ） 

4.2.3 旧長戸小学校（跡地活用） 

【コミュニティ推進課，道路整備課】（50 ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた
方向性 

・ 市民のスポーツを通じた健康づくりの場として，体育館及び旧長戸小保育ル
ーム，グラウンドを活用していきます。 

・ 長戸コミュニティセンターの再築の際は，その敷地に供します。 
※旧長戸小学校への進入道路の拡幅についても検討します。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H26 年度 
(2014) 

H27 年度
(2015) 

H28 年度 
(2016) 

H29 年度 
(2017) 

H30 年度 
(2018) 

R 元年度 
(2019)

R2 年度
(2020) 

R3 年度 
(2021) 

R4 年度 
(2022)

再編成の戦略協
議 

   
地元協議 活用方針

整理 

            

住民周知・説明     
  
 
 

 
 
住民周知 

 
 

        

事業化       

  
 
具体案 
検討 

      

  

 
 
 
 
境界確定 

  
 
 
 
 
 
基本設計 
解体設計 

  
 
 
 
 
 
 
校舎解体 

  
 
 
 
 
 
新コミセ
ン実施設
計 

3 令和３年度達成目標と取組事項 

達
成
目
標 

・ 旧長戸小学校への進入道路拡幅に向けた用地取得のため，売買契約を締結する。 
・ 新長戸コミュニティセンター建設に向け，旧長戸小学校校舎等解体工事を完了させる。 

目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
の
取
組
事
項
な
ど 

（１）進入道路の整備 

道路整備課において，旧長戸小学校への進入道路拡幅に向けて，税務協議（６月予定）を行っ

た上で，用地交渉及び売買契約（７月から９月予定）を行う。 

 

（２）新長戸コミュニティセンターの整備 

・ コミュニティ推進課において，旧長戸小学校アスベスト含有建材除去工事の契約を令和３

年６月頃，旧長戸小学校校舎等解体工事の契約を９月以降に行い，工事を完了させる。 

・ 工事着手前の旧長戸小学校内の備品整理等については，長戸コミュニティ協議会と協議の

上対応し，工事着手後は，住民への周知と施工時の安全確保を図る観点から，進捗状況に

ついて，長戸コミュニティ協議会への説明を随時行う。 

 

 

 

解体・グラウンド改修 

進入道路整備 用地買収
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４ 令和３年度取組状況 
実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

□ 順調 

□ 概ね順調 

□ 遅れている 

□ 見直しが必要 

 

具体の活動実績及び成果 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2 期行動計画記載ページ） 
4.4.1 道の駅【牛久沼プロジェクト課】（51 ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた
方向性 

・ 地域活性化と本市の認知度向上を目指し，本市産品の販路拡大や地域情報の
発信機能の強化に向けた拠点となる道の駅を設置します。 

・ 建設地として，市西部国道６号沿いが予定されています。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H29 年度 
(2017) 

H30 年度 
(2018) 

R 元年度 
(2019) 

R2 年度 
(2020) 

R3 年度 
(2021) 

R4 年度 
(2022) 

管理運営体制構築 

 

       

国・県関係団体協議    
    

事業化 
  

  
    

3 令和２年度達成目標と取組事項 

達
成
目
標 

道の駅整備に向けた課題解決のため，護岸設計の修正・埋設物調査・駐車場部の液状化対策を検討
する。 

目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
の
取
組
事
項
な
ど 

（１）護岸設計の修正 

設計コンサルと協議を進めてきた道の駅整備地の護岸修正設計について，報告書を完成させ

河川管理者からの承諾を得る。 

 

（２）埋設物調査の実施 

道の駅整備地内に不測の埋設物があることが判明したことから，埋設物の形状等を把握する

ため調査業務を実施する。効率的かつ経済的に実施するため，過去の航空写真や道の駅平面図等

から協議資料を作成して，関係機関と協議を進める。 

 

（３）駐車場部の液状化対策の検討 

道の駅設計平面図の駐車場部分について，常陸河川国道事務所が液状化対策を検討しており，

本市においても同等の対策を取るべく継続的に協議を進める。 

 

 

課題の解決を

見据えた中で

今後のスケジ

ュールを再検

討する 
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４ 令和２年度取組状況 
実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

□ 順調 

□ 概ね順調 

□ 遅れている 

■ 見直しが必要 

・ 目標達成に向けた具体の取組事項について，いずれも継続的に協議を進めてい

る状況である。 

・ 想定を超える軟弱地盤状況，不測の埋設物対応などを踏まえ，改めて道の駅整

備事業の整備方針を検討する必要がある。 

・ 道の駅整備を含む，牛久沼の活用に向けた機運醸成を図る必要がある。 

・ 護岸改修や埋設物対応について，道の駅整備に限らず，当該敷地を活用するに

は，必要な課題項目である。 

具体の活動実績及び成果 

（１）護岸設計の修正 

昨年度に河川管理者と共に確認した護岸の基本構造を踏まえながら，法面部を覆う施設や転落防止

柵，護岸の端部処理方法などの細部について，コンサルタントと検討・協議して報告書をまとめ，報

告書について，三者（河川管理者，コンサルタント，本市）による打合せを実施した。 

河川管理者から報告書の一部内容について指摘を受けたため，現在はコンサルとともに指摘事項を

研究し報告書の見直し作業を進めている。 

 

（２）埋設物調査の実施 

道の駅整備地内で確認された埋設物について，測量及び非破壊調査業務を実施して報告書をまと

め，報告書を基に，埋設物（産業廃棄物）の取り扱いについて，残置する方向で関係機関（茨城県，

常陸河川国道事務所）と協議を開始した。結論には至っておらず，令和３年度も継続して協議を行っ

ていく。 

 

（３）駐車場部の液状化対策の検討 

駐車場部における液状化対策の検討について，茨城県や本市で策定している地域防災計画における

龍ケ崎市道の駅の位置付けや想定される避難者，護岸設計時における道の駅整備地（駐車場部含む）

の考え方など，液状化対策の基礎となる道の駅の防災に関連する本市の考え方を常陸河川国道事務所

に説明し，本市では，液状化対策は不要と考えている旨を伝えたが，結論には至っておらず，令和３

年度も継続して常陸河川国道事務所との協議を行っていく。 

 

（４）設定取組項目外の活動 

道の駅整備の仕切り直しに伴い，道の駅整備を含めた牛久沼の活用に向けた機運の醸成を図る一環

として，関係各課と協議し，牛久沼トレイル（案）における賑わい拠点に位置付けられている，牛久

沼水辺公園の新たな活用策（水生植物の植栽，丘の整備）をまとめた。 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2 期行動計画記載ページ） 
4.4.1 道の駅【牛久沼プロジェクト課】（51 ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた
方向性 

・ 地域活性化と本市の認知度向上を目指し，本市産品の販路拡大や地域情報の
発信機能の強化に向けた拠点となる道の駅を設置します。 

・ 建設地として，市西部国道６号沿いが予定されています。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H29 年度
(2017) 

H30 年度 
(2018) 

R 元年度 
(2019) 

R2 年度 
(2020) 

R3 年度 
(2021) 

R4 年度 
(2022) 

管理運営体制構築 

 

       

国・県関係団体協議 

 

   
    

事業化 
  

  
    

3 令和３年度達成目標と取組事項 

達
成
目
標 

 道の駅整備に関する各課題を整理し，改めたスケジュール案及び概算事業費をまとめる。 

目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
の
取
組
事
項
な
ど 

（１）護岸改修に係る設計の見直し 

現在も継続している護岸改修の設計見直しについて，報告書を完成させ，河川管理者からの承

認を得る。（概算事業費及び工事期間の確定） 

 

（２）埋設物の対応に係る方向性の整理 

道の駅整備予定地で確認された不測の埋設物について，関係機関（国及び県）と協議を進め，

方向性をまとめる。 

 

（３）駐車場部における液状化対策に係る方向性の整理 

道の駅駐車場部で検討されている液状化対策について，関係機関（国）と協議を進め，方向性

をまとめる。 

 

（４）道の駅整備方針の検討 

道の駅整備事業の仕切り直しに伴い，上記課題を整理し，概算事業費を含めた，新たな整備方

針について検討する。 

 

 

各課題を整理

し，スケジュ

ール案などを

まとめる。 
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４ 令和３年度取組状況 
実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

□ 順調 

□ 概ね順調 

□ 遅れている 

□ 見直しが必要 

 

具体の活動実績及び成果 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2 期行動計画記載ページ） 
4.4.2 農産物直売所【農業政策課】（51 ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた
方向性 

・ 農業振興対策，竜ヶ崎地方卸売市場廃止に伴う農産物受入先確保として，農
産物直売所を設置します。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H29 年度 
(2017) 

H30 年度 
(2018) 

R 元年度 
(2019) 

R2 年度 
(2020) 

R3 年度 
(2021) 

R4 年度 
(2022) 

現状課題分析 

            

事業化 
            

管理運営 
 

 

    

3 令和２年度達成目標と取組事項 

達
成
目
標 

・ たつのこ産直市場利用者の利便性の向上 

目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
の
取
組
事
項
な
ど 

（１）建物リース契約（令和４年３月末日まで）に基づく運用 

 

（２）管理運営業務の受託者である（公財）まちづくり・文化財団との連携・協議 

 

（３）随時，発生する利便性にかかわる課題に応じた施設の修繕，設備設置，備品購入等 

 

 

 

開
設
予
定 

運用開始 

運営方法検討（新たなサービス等の検討・改善） 
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４ 令和２年度取組状況 
実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

■ 順調 

□ 概ね順調 

□ 遅れている 

□ 見直しが必要 

たつのこ産直市場利用者の利便性向上のため，委託事業者等と連携しながら随

時，協議・対応している。課題解決のため随時，速やかな対応に取り組んでいるほ

か，利用者数が増加傾向にあることからも，利便性の向上は図られていると思われ

る。 

令和３年度末に建物リース契約が満了予定であるが，契約期間満了後は市に無償

譲渡される契約となっていることから，それ以降も継続運用が可能である。 

具体の活動実績及び成果 

（１）建物リース契約（令和４年３月末日まで）に基づく運用 

 （株）大和リースとの建物リース契約に基づき，施設の運用を継続中である。特記すべき問題等が

生じることはなかった。 

 

（２）管理運営業務の受託者である（公財）まちづくり・文化財団との連携・協議 

（公財）まちづくり・文化財団に管理運営業務を委託し，施設運営を行った。 

・ 市職員（店長ほか１名）と業務委託により派遣された販売員６名の計８名が勤務（シフト体制）。 

・ 除草作業や定期清掃など，相互に協力して実施した。 

・ 新型コロナウイルス感染症を取り巻く状況に注視しつつ，随時，情報共有・協議のうえ感染症

対策を施した。 

 

（３）随時，発生する利便性にかかわる課題に応じた施設の修繕，設備設置，備品購入等 

・ 入口ドアが自動ドアではない引き戸であるため，荷物を持っても開閉しやすよう，大きな取っ手

を取り付けた。 

・ 施設屋上の施設名表示看板が夕刻以降見づらく，施設案内の役割を十分に果たせていないため，

照明（タイマー設定）を新たに設置した。 

・ 商品購入の様子や来店者の意見などをもとに，店内商品棚の高さを，商品が見やすい・手に取り

やすい高さに修繕した。 

・ 利用者の利便性向上，感染症対策，売上額の増加を目的に，キャッシュレス決済の導入を決定し，

必要な設備設置等を行った。（運用開始は令和３年度予定） 
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【たつのこ産直市場の令和３年度進行管理シート】 
令和２年度までの実績により，進行管理を終了したことから，

令和３年度の進行管理シートは作成しておりません。 
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【たつのこ産直市場の令和３年度進行管理シート】 
令和２年度までの実績により，進行管理を終了したことから，

令和３年度の進行管理シートは作成しておりません。 
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